









東京国立文化財研究所が,中 長期計画 として定め,進 めてい る研究は28件であ
る。この うち,6件 が特別研究 として,7件 が国際研究交流事業として予算化 さ
れた研究である。また,文 部省の科学研究費の交付 を受けた研 究は,16件に上 っ
ている。
これらの研究の うち,特 別研究など政府予算に係る研究,あ るいは研究交流事
業は,す べ て継続的研究 として維持 された。科学研究費分については6件 が研究
を終了 し,9件 が平成8年 度の新規の研究 として立ち上がった。
この他,在 外 日本古美術品の修復協力やさまざまな研究集会を行 っており,平
成8年 度の当研究所の活動は,例 年通 り多忙であり,し か も相当の成果 を挙げ得
た もの と思 う。第20回の国際研究集会は,芸 能部が担当 し,「歌舞伎一変遷 と展望
一」という主題 を掲げて行われたが,こ の種の国際研究等は我が国でも初めての
試みであり,内 外の研究者か ら高い評価 を得た。芸能部の研究活動 に新 しい展望
を開いた事業であったと思う。
外部の専 門家による懇談会は3月 に行われ,研 究活動の報告を行 ったが,そ の
評価はおおむね良好であったことを嬉 しく思っている。
平成9年4月 東京国立文化財研究所長
渡 邊 明 義
1.沿 革
1.設 立 の 経 緯
2.年 代 別重要事項
3.歴 代 所 長
II.機構 ・職 員 ・予算
1.機 構
2.職 貝
3.名 誉 研 究 員
4.予 算
5.特 別 研 究 一 覧
7.受 託 研 究 一 覧





















































































































































(4)保 存 科 学
2.黒 田清輝巡 回展
3.公 開 学 術 講 座
4.夏 期 学 術 講 座
5.能 楽 技 法 講 座
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3.主 要機 器 ・設備
















東京国立文化財研究所 は,昭 和27年4月1日 に発足したが,そ の前身であり母
体 となった ものは,昭 和5年 に創設された政府機関の帝国美術院附属美術研究所
である、
この美術研究所は,/`il・:13't;7月,帝国 美術院長f爵 故黒田清輝の遺言により
美術奨励事業のために寄附出絹 した資金で遺 、漱 行 人が選択決定 した事業 であ
る。すなわち遺 言執行 人代 表伯爵樺山愛輔は,故f'爵の遺志に したが ってこの資
金で行 うべ き「1喫の選択 を伯爵牧野伸顕に一任 した。牧野伯爵は帝国美術院長福
原錬二郎 及び東京美術学校長正木直彦 とはかって諸 ノJ面の意見を徴 し,ま た,わ
が国美術研究の必要にAttらして次の事業を行 うこととした。
(1)X術に関する基礎的調査研究機関 として美術研究所を設け ること。
(2)黒田f爵 の作iiiiを陳列 して同子爵の功績 を記念す ること。
(3)前 二項の目的を達するために適当な建物 を造営す ること。








































鉄筋 コンクリー ト造,2階建,延面積129m・の書庫が竣工 した。
『日本美術年鑑』の編纂事務 を開始 した。
勅令第148号により美術研究所官制が公布された。
研究資料閲覧規定 を制定し,閲 覧事務 を開始 した。
勅令第281号により美術研究所官制 中改正の件が公布 され,従










昭和20年5月28日 美術研究所の図書 ・諸資料全部 をIII形県酒 田iii町1丁目本
間家倉庫3棟 に疎開 した。
同 年7～8月 酒田市本間家倉庫に疎開 した図iii資料を爆撃の危険を避ける
ため,さ らに酒 田市外牧曽根村松沢世 ド4雄家倉庫 ・観 音孝村村
上家倉庫 ・大沢村後藤作之丞家倉庫にそれぞれ分散疎開 した。
昭和21年3月29日 酒田市疎開中の図it・i諸資料等の東京向け発送を終 了した。













匡泣 博物館保イ∫二修理課からK化 財保 護委 貝会 事務局保存部建造
物課に所属換え となった。
1昭和26年1月31日 美争ilj研究所組織規程が定め られ第一研究部 ・第二研究部 ・資
料部 ・庶務室が'・r'かれた。
昭和27年4月1日 文化財保 護法の一・部が改 　i:,東京 文化財研究所組織規程 が定




同 年7月1H芸 能部研究室 として東京芸術大,,,・..,f-ii楽学部邦楽科教室2室 を





昭和29年7月1日 東京文化財研究所組織規程の一部が改正 され,東 京国立文化
財研究所 となった。
東京国立博物館構内に木造,外 部鉄網 モルタル塗,平 屋建,
8m'の保存科学部の薬品庫が竣工 した。
同 年11月30日従来の2階 建書庫の うえにさらに1階 を増築3階 建 とし,増
築分延面積71m2が竣工 した。




昭和37年3月31日 東京国立博物館 内に保存科学部庁舎(保 存科学部実験室)と
して,鉄 筋 コンクリー ト造,2階 建,延 面積663m'の建物1棟 が
竣工 した。
同 年7月1日 東京国立文化財研究所組織規程の一部が改正 され,新 たに保
存科学部に修理技術研究室が置かれた。
同 年7月20日 芸能部研究室は,保 存科学部庁舎の竣工にともない,旧 保存
科学部庁舎に移転 した。
昭和43年6月15日 文部省設置法の一部が改正 され,本 研究所は文化庁附属機関
となった。
昭和44年8月23日 保存科学部庁舎に隣接 して新営 され る別館庁舎(延1,950.41
m・)の起工式が行われた。
昭和45年3月25日 前記の別館が竣工 したので,同年5月26日竣工式が行 われた。
同 年3月25日 芸能部は,別 館3階 に移転 した。
同 年5月8日 保存科学部は別館の地階～2階 に実験用機械類の移転据付 を
完了 した。
同 年6月29日 保存科学部庁舎の1階 の模様替工事に着手 し,同 年10月15日
工事が完了した。





た(本館は,美 術部庁舎 となる)。これによ り研究所の所在地表
示 は 「12番53号」が 「13番27号」に変更された。
昭和46年4月1日 保存科学部庁舎 及び別館の敷地2.658m・を東京国立博物館か
ら所管換 された。
昭和48年4月12日 文部省設置法施行規則の一部が改正 され,新 たに修復技術部
が設け られ4部1課 とな り,修復技術部に第一修復技術研究室
及び第二修復技術研究室が置かれ,保 存科学部修理技術研究室
は廃止 された。
昭和52年4月18日 文部省設11x1法施行規則の一部が改正 され,情 報資料部の新設
に より5部1課 となり,情 報資料部に文献資料研 究室及び写真
資料研究室が澱かれ,美 術部資料室は廃止された。
昭和53年3月20日 本館構内の写場等(木造,平 崖建,延 面積144m・)を取 りこわ








平成5年4月1日 文部省設置法施行規則の一部が改正 されてアジア文化財保 存
研 究室は,国 際文化財保存修復協力室 となった。







































































































(昭 和62.4.1～ 平 成3.3.31)
(平 成3.4.1～ 平 成8.3.31)
(平 成8.4.1～ 現 在)
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庶 務 課 課長補佐一[灘










響 一 一E雛 舞奎
国讐難 復脚 砺τ 糠
析研究指導.
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一 　 一 　
所 属 職 名 氏 名 専 門 分 野一
所 長 所 長 渡 邊 明 義 (美術史)
庶 務 課 課 長 山 代 文 雄
課 長 補 佐 篠 原 一 夫
庶 務 係 係 長 小 関 仁 志
係 員 宮 腰 香代1
事 務 補 佐 員 鈴 木 紀 枝
u 武 田 知 了・
会 計 係 係 長 横 山 直 樹
係 員 本 澤 英 伸
事 務 補 佐 貝 時 川 真 理
// 後 藤 由希r
// 村 上 浩 子
労 務 補 佐 貝 菊 地 廣 占
美 術 部 部 長 鶴 田 武 良 (中国絵画史)
主 任 研 究 官 島 尾 新 (日本中世絵画史)
// 山 梨 絵美f (日本近代絵画史)
// 岡 川 健 (中国彫 刻史)
第 一・ 研 究 室 室 長 中 野 照 男 (東洋絵画史)
調 査 貝(非) 北 澤 憲 昭 (日本絵画史)
第 二 研 究 室 室 長 田 中 淳 (日本近代絵画史)
芸 能 部 部 長 蒲 生 郷 昭 (日iii'楽 史)
演 劇 研 究 室 室 長 鎌 倉 悪f (日本 近f　k演劇)
調 査 員(非) 細 井 尚 チ (中IKI演劇)
_,,:
ri楽 舞 踊 研 究 室 室 長 羽 田 爬 (日本中世演劇)
研 究 員 高 桑 いつみ (日本1午楽史)
調 査 員(非) 石 井 倫 子 (日本中世演劇)
民 俗 芸 能 研 究 室 室 長 中 村 茂 子 (民俗芸能)
調 査 貝(非) 串 田 紀 代 美 (民俗芸能)
保 存 科 学 部 部 長 三 浦 定 俊 (計測工学)
主 任 研 究 官 佐 野 千 絵 (光化学)
一8一
機 構 ・職 貝 ・f算
所 属 職 名 氏 名 專 門 分 野
化 学 研 究 室 室 長 平 尾 良 光 (無機化学)
研 究 貝 早 川 泰 弘 (無機化学)
物 理 研 究 室 室 長 石 崎 武 志 (地球科学)
生 物 研 究 室 室長事務 取扱 避 浦 定 俊 (計測工学)
研 究 貝 木 川 り か (生物化学)
調 査 員(非) lil野 勝 次 (応用昆虫学)
修 復 技 術 部 部 長 増 川 勝 彦 (装潰技術)
1:任研 究 官 川野邊 渉 (高分子化学)
11 尾 、ン:和 則 (装横技術)
第一・修復技術研究室 室 長 中 甲 壽 克 (漆芸技法)
第:修復技術研究室 室 長 松 本 修1'i (建築史)
技 術 補 佐 貝 坂 本 雅 美
第三修復披術研究室 室 長 占:木 繁 夫 (考古学)
技 術 補 佐 員 犬 竹 和
情 報 資 料 部 部 長 松 島 健 (日本彫刻史)
i三任 研 究 官 井 丁一 誠之輔 (東洋絵画史)
11 長 岡 龍 作 (日本彫刻史)
文 献 資料 研 究 室 室 長 米 倉 辿 夫 (日本中世絵画史)
研 究 貝 勝 木fi-_郎 (中国絵画史)
事 務 補 佐 貝 中 村 節 子
写 ユ'↓資 料 研 究 室 室 長 鈴 木 廣 之 (日本近世絵画史)
～㌧く 門 職 員 野久保 昌 良 (美術写真)
調 査 貝(非) K鍮 敏 子 (日本絵画史)
国際 文化財保イ∫二修復協
力 セ ン タ ー セ ン タ ー 長 宮 本 長二郎 (建築史)
企 画 室 室 長 中 島 健 次 ・
係 長 松 ド 冬 樹 '
係 貝(併 任) 占 野 貴 子
調 査 貝(非) 大 江 佐知子
// 松 原 美智子
環境解析研究指導室 室 長 西 浦 忠 輝 (材質改良学)
研 究 員 朽 津 信 明 (地質学)
・1学務 補 佐 員 二 神 葉 ヂ
保 存 科 学 部 客 員 研 究 員 二 宮 修 治 (無機化学)
修 復 技 術 部 // 松 川 史 朗 (腐食工学)
情 報 資 料 部 u 伊輿川 光 宏 (情報工学)
国際文化財保存修復 協
力 セ ン タ ー










































































所 属 官 職 名 氏 名 在 所 期 間 備 考
庶 務 課 課 長 山 代 文 雄 平6.4.1～ 平9.3.31 転IL
課 長 補 佐 篠 原 一 夫 平3.4.1～ 平9.3.31 転 昌
係 員 宮 腰 香 代 子 平5.5.1～ 平9.3.31 転'1
係 貝 本 澤 英 伸 平8.4.1～ 平9.3.31 転 出
事務補佐貝 鈴 木 紀 枝 平6.4.1～ 平9.3.30 退 職
事務補佐貝 瀧 澤 桂 子 平6.4.1～ 平9.1.15 退 職
事務補佐員 小 倉 聖 子 平6.4.1～ 平9.3.30 退 職
美 術 部 調査貝(非) 北 澤 憲 昭 平8.4.1～ 平9.3.31 退 職
保存科学部 客員研究員 二 宮 修 治 平8.4.1～ 平9.3.31 退 職
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機 亭薄 。耳哉員 ・f算:
3.名 誉 研 究員
氏 名 退 職 時 官 職 名 在 所 期 間
名誉研究員
発令年月日
白 畑 よ し 昭5.6.30～i昭27.8.1 53.10.18
高 田 修 美 術 部 長 昭27.12.1～昭44.3.31 //
登 石 健 読 イ呆 イ∫:番 こレ"}ぐ:音i～ ム乏 昭27.10.ト 昭50.4。1 1/
岡 畏三郎 X術 部 長 昭20,5.15～昭51.4.1 1/
関 野IL 所 長 昭40.9.1～ 昭53.4.1 //
秋III光 和 美 術 部 第 ・研 究 室 長 昭16.10.1～昭42,2.1 54.10.18
久1'f健 情 報 資 料 部 長 昭2〔〕.5,3ト昭57.4.1 57.10.18
川 ヒ 浬 美 術 部 長 昭21.2.28～昭57.4.1 11
関 」一 代 美 術 部 第 二研 究 室 長 II(」18.12.15～昭58.4.1 58.10.18
横 道 萬里雄 芸 能 部 長 H召28.3.16～昭51.4.1 59.10.18
上 野 ア キ 情報資料部文献資料研究室長 昭17.IL3～ 昭59.4.1 //
江L緩 情 報資料部 主任 研究 官 昭38.5」8～ 昭59.3.31 //
田 村 悦f 美 術 部1三任 研 究 官 昭22.6.16～昭60.3.31 60.10.18
猪 川 和 子 情報資料部文献資料研究室長 昭22.6.27～昭60.3.31 n
伊 藤 延 男 所1 Ilj;53.4.1～昭62.3.31 62.10.18
柳 澤 孝 美 術 部 長 昭21.9.30～昭62,3.31 //
三 隅 治 雄 茨 能 部 長 昭27.10.1～昭63.3.31 63.10.18
樋 口 清 治 修 復 技 術 部 長: 1(;37.11.1～昭63。3.31 Il
川 實 榮f 美 術 部1モ任 研 究 官 昭23,3.31～平 元.3.31 1.10.18
見 城 敏f一 保存科学部物理研究等ミ長 昭34.4.1～平 元.3.31 n
濱 田 隆 所 長 昭62.4。1～ 平4.3.31 3.10.18
関 口IE之 美 術 部 長 昭42.2.1～ 平3。3.31 //
佐 藤 道f一 芸 能 部 長 昭34,4.1～ 平4.3.31 4.4.1
馬 淵 久 夫 保 存 科 学 部 長 昭50.10.1～平4.3,31 //
新 井 英 夫 保 存 科 学 部 長 昭45.9.1～'1ξ5.3.315.4.1
石 川 陸 郎 保存科学 部主任 研究 官 昭32.4.15～'1'S.3.31 11
西 川 杏太郎 所 長 平3.4.1～ 平8.3.31 8.4.1
門 倉 武 夫 保存科学部生物研究室長 昭32.4.ト 平8.3,31 //
三 輪 英 夫 美術 部 第 二 研 究 室 長 昭53.8.1～bド8.3.31 //
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機 構 ・職 員 ・予 算
4.平 成8年 度 予算
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機構 ・職 貝 ・予算
5.平 成8年 度特 別研 究一覧












研 究 種 目 研 究 課 題 研究代表者 交付額
千円
重点領域研究 化学的 ・光学的情報を用いた遺跡探査の 三浦 定俊 5,600
(1) 手法に関する研究
重点領域研究 美術史研究支援ツールの研究 米倉 迫夫 2,200
(2)
基礎研究(A)文化財の保存修復に用いられた材料の効 増田 勝彦 7,000
(1) 果に関する研究
基礎研究(A)文化財収蔵庫の庫内空気環境調査法の公 佐野 千絵 9,700
(2) 定化のための基礎的研究
基礎研究(A)古建築の保存を目的とした石材強化保存 西浦 忠輝 8,300
(2) 用合成樹脂の物性評価
基礎研究(C)弥生時代青銅器の産地推定 平尾 良光 1,400
(2)
基礎研究(C)環境の湿度変化が国宝中尊寺金色堂に与 三浦 定俊 300
(2) えた影響に関する研究
基礎研究(C)古代 日本の動物遺体のDNA解析 木川 りか 700
(2)
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機 構 ・職 貝 ・予 算
研 究 種 目 研 究 課 題 研究代表者 交付額
奨励研究(A)初唐 ・盛唐の敦煙における極楽イメー ジ 勝木言一郎 1,000
(2) の形成について 一阿弥陀浄土変相や観
経変相にみる九品往生の表現を中心に一
奨励研究(A)古墳の装飾に用いられた赤色顔料に関す 朽津 信明 1,000
(2) る鉱物学的研究
基礎研究(A)美術工芸品等の防災に関する調査研究 中野 照男 7,000
(1)
国際学術研究 タイ国レンガ造遺跡の劣化現象と保存対 西浦 忠輝 2,000
策に関する調査
国際学術研究 中国砂漠地帯における文化財の保存対策 宮本長二郎 2,100
に関する共同研究
国際学術研究 古代東アジアにおける青銅器の変遷に関 平尾 良光 4,600
する考古学的 ・自然学的研究
国際学術研究 文化財の微量試料分析法の開発 三浦 定俊 :11
国際学術研究 建造物保存修復の理念及び方法に関する 松本 修自 z,ioo
研究
計 64,800
7.平 成8年 度 受託研 究一覧










1.中 長期研究計 画一 覧
部 名 課 題 名 研究代表者 期 間
美 術 部 *美術に関する基礎資料の研究
室田∫水墨画資料 島尾 新 平6.4
～ 平11 .3
鎌倉後期彫刻の)岬1畦作品資料 松島 健 平8.4
～ 平13 .3
日ノトこ糸会1由i史年 糸己資 准卜集7戊15世糸己 鈴木 廣之 '1'3.4,i;9.:3
*束アジアにおける造形と社会 島尾 新 平6.4
～ 平11 ,3
*ri咽仏教美術基準作品調査研究 中野 照男 平4.4
畠
～ 平10 .3
*明治後期か ら昭不il前期の)ミ術団体, 川中 淳 平8.4
内外博覧会に出unされた作品及びそ ～ 平13 .3
の作家の研究
芸 能 部 *近代歌舞伎の伝承に関する研究 蒲生 郷昭 平8.4
～ 平12 .3
*近現代における能楽技法の伝承に関 羽田 藤 平7.4
する研究
r'～ 平11 .3
*元禄期の浄瑠璃 ・歌舞伎の研究 鎌倉 悪子 平6.4
～ 平10 .3
*「翁」の技法集成 羽川 剥 平6.4
～ 平9 .3




*芸能に用い られる武器の研究 中村 茂子 平5。4
～ 平9 .3
保存科学部 *文化財施設の保存(収 蔵 ・展示)環 三 浦 定 俊 平7.4
:境の研究 ～ 平12 .3
*新しい文化財防虫防徽法の研究 三 浦 定 俊 平6.4
～ 平13 .3
*古代東アジアにおける青銅製晶の変 'F尾良 光 平7.4
遷に関する研究 ～ 平12 .3







































松 本 修 自
西 浦 忠 輝

















夏術部はff・ 東洋のtfi術並びに 日本の近代 ・現代美術 とこれらに関連
ある西洋 美術についての基礎的調査研究 を行い,か つ,そ の成果 を公表する
ことを活動の 目的 としている。 美術部は二室 より構成 され,第 …研究室は 占
庭術 を担 当し,第二研究室は近代 ・現代美術 を担当 している。
調査研究は各時代にわた り,絵画 ・彫刻 ・工芸の各分野について,作 品 と
文献資料 との両面か ら実証的に進め,と もに基礎 となる研究資料の作成と整
理 とにつ とめている。その他,現 代美術の動向に関す る調査 と資料収集も並
行 して行 っている。 また当部では,作 品に対す る科学的な鑑識法 を早 くか ら





研究員それぞれの研究課題 と内容は(2)の各論の項に示す とお りである。
調査研究の結果は,機 関誌 『美術研究』(昭和711=創刊)や その他の学会誌
に発表 し,単行 の研究報告 も随時刊行 している。さらに,研 究成果の一部を
広 く一般の理解 に資す るために,情 報資料部 との共同で毎年一 回公開学術講
座を開催 してい る。 また毎年 『日本美術年鑑』(昭和11年創刊)を発行 してい
る。
なお 美術部は黒川清輝の遺産に基づ いて創 、ンニされた美術研究所を前身 とす
るO現 在 も黒川清輝のイ禿三品その他関係資料 を保管 し,毎 週一回木曜の午後に
はその多くを陳列す る黒川記念室を公開 しているO
第一 研 究 室
ZI:/'時代 までの 日本美術及びiiアジア地域の美術 に関する調査研究並 びに
資料収 集,公 表を1こ務とする。 また,『嚢術研究』の編集を担当している。
第二 研 究 室
明治以降の 日本近代)ミ術に関す る調査研究と,こ れに関連す る西洋美術及
び 日本近 世の洋瓜美術の調査研ラヒ,と くに現代)亀術に関す る調査研究におい
ては,そ の年度に収 集した資料を整理 し,そ の成果を 『日本美術年鑑』 とし
て毎年i:11行している,、'14成8年度は,'F成7年の内容 をもった平成8年 版を
田行 し,引 続 き'ド成9年 版の編渠に着 ヂした。
また,昭 和52年度以来実施 してきた黒田清輝巡回展は,平 成8年 度はブ リ















2)本 年度は雪舟関係の資料 を収集 した。東京国立博物館所蔵狩野家模
本については,約600点の模本につ いて,画中の書込みの読解 と編年の
作業 を開始 した。また,売立 目録所載の雪舟画の整理,「天橋立図」「四
季山水 図巻」(京都国立博物館)等について,添 状等の基礎資料 を収集
した。





造像需要が全国的に広が る鎌倉後期には仏所が分 立 して各地で活
躍,そ のこともあって仏師名を明記した作 品が著 しく増大す るが,主
として円派仏師とその既知作品の資料収集 を行 ない,在 銘作品の年表
を作成 した。この過程 で,朝 円作毘沙門天像など,こ の派の新資料 を
発掘することができた。研 究成果の一部は来年度に公刊の予定 であ
る。〈(情)松 島〉
(3)日本絵画史年紀資料集成15世紀(中 長期:6年 計画の第6年 次)
昨年度は,「一五世紀絵画史年表」(改定第1稿)に ついて,重 複項 目
を削除 し,名 称,所 蔵などの誤 りを訂正 し,さ らに昨年度新 たに採集 し
た項 目か ら追加 して 「増補改定第1稿 」 を作成 した。ただ し時間の制約




本年度は,収 録項 目の うち絵画 を中心に して1430年代初頭 までの銘
文 ・奥書 ・賛文 などの翻刻 と解読の作業 を終えた。<(情)鈴 木>







8・9世 紀 日本の武装像について,そ のかたちと機能を,当 時の対
外意識や境界観 と関連づけて考察 し,太 宰府観世音寺,隼 人町隼人塚
などで関連作品を調査 した。その中間報告を所内研究会においておこ
なった。
2)寧 波 ・左充州におけ る・、¥院信{∫ljと絵【由i
奈良国立博物館 で開催 された 『東ア ジアの仏たち』展出品の中国仏
画 ・高麗仏画の基本資料 を蒐集す るとともに,そ の国籍 ・制作地 ・制








請来 された高麗仏画 と李朝T!、画の所在地について情報を集め,そ の
分布状況の違 いに着 目して,朝 鮮か ら仏画を請来 した地域 ・時代の社
会的背景について考察 を進めた。
2)室町時代における美術の流通 と価値観の形成
室町時代における唐物 と座敷飾 りについての研究を継続 し,そ れ ら
が儀礼 ・売買 ・鑑識等を含む総合的なシステムを形成する過程 を探求
した。
3)入明画僧の旅の実態
遣明使の入明経路と事蹟についての 史料を収集し,そ れを基礎 に雪




を組み立てたかを具体的に探 る作業に着 ヂした。<島尾,中 野,(情)鈴
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美 術 部
木,井 手,長 岡,(調)玉 贔>
3中 国仏教美術基準作品調査研究(中 長期:6年 計画の第5年 次)
本研究は,中 国仏教美術作品の うち,銘 記,落 款,印 章,賛 文等によっ
て,制 作年,制 作地,作 者,発 願者などが明らか なものを 「基準作品」 と
して調査 し,基 本的 なデータや詳細な写真を整備することによって,中 国




中国仏教美術,中 国や 日本に深 く関わ りのある朝鮮半島の仏教美術,
また日本における中国仏教美術の受容の諸相について研究実績 をもつ研

















日本国内では,年 紀 を有する中国仏教美術作品を中心に調査,写 真撮
影,X線 透過撮影等を行 なった。本年度は,東 寺木造 兜ia;毘沙門天像,
同観智院木造五大虚空蔵菩薩像,大 徳寺五百羅漢像(京 博,奈 良博寄託
分)等 の調査 を実施 した。 また,中 国や欧米への出張の折に,美 術館,
博物館,寺 院等において,そ の所蔵作品の調査を実施 した。
(3)基礎資料の収集














230疑)など。龍門石窟造像銘記拓本の 目録,束 孝木造兜蹟毘沙門天像 の
研究等,今年度の調査研究の成果も順次公表する チ定である。<中野,島
尾,岡 川,(情)米 倉,刀手,長 岡,勝 木>
4明 治後期から昭和前期の美術団体,内 外博覧会に出品された作品及びそ
の作家の研究(中 長期:5年 計画の第1年 次)
(1)明治後期～i昭和前期美争1サ資料
1)万 国博覧会資料の研究成果 として「万国博覧会美術品出品目録」(東
京国 、Z文二化財研究∬折編)を 削行 した。
2)岩f県 疏博物館,萬 鉄'i.郎記念館所蔵の大正期に制作された作品を
調査 ・撮影 した、,
3)二科展,フ ユーザ ン"ic'lli,PSr:t一社展の出品目金求をデータベー スを構
築 した。
4)光 風会,国 画会,独 立 美術協会の出llll目録 を収集整理 した。
5)林 忠正宛 書簡の調査 ・研究に着rし た。〈川中,山 梨>
5近 百年来中国絵画史研究
II本留学中国人美術学生及び1912年一37年に中lKIで紹介 された欧米美術






芸能部は,日 本の伝統芸能に資す るために必要な基礎研究を行 うことを目
的 とし,演 劇研究室 ・_;,:ri楽舞踊研究室 ・民俗芸能研究室の三室によって構成
されている。芸能部の研究 目標 としては,諸 芸能の理念 ・構造 ・技法および
その継承保 存に関する研究な どがあり,そ の研究に必要な資料の収集・整備,
お よび記録の作成のための撮影 ・録 デ1二録画などの作業 を行 う。研究の成果
は,t=　JTr・夏期学術 講ノ・睦・公開学術講座などによって公表する。
'F成8年度は,特 別研究 「近代歌舞伎の伝承に関する研究」(4年計画)の
第1年 次にあた り,資 料収集,記 録作成,実 地調査を行い,研 究会を開催 し
た。研 究成果は夏期学術講座 ・「芸能の科学」などで公表する。
演 劇 研 究 室
日本 占典演劇 について芸能学的に調査 ・研究 を行い,ま た,こ れら諸芸能
の周辺にあって,伝 統芸能の成立に深い関係をもつ諸分野につ いても調査研
究 を進めているO
平成8年 度は,個 人研究 として 「元禄期の浄瑠璃・歌舞伎の研究 」「中国演
劇の研究」,共同研究 として 「近代歌舞伎の伝承に関する研究」に参加 した。
音 楽 舞 踊 研 究 室
日本の音楽について,芸 能学的 ・音楽学的な調査研究を行い,こ れら伝統
音楽の成立に深い関係をもつ周辺分野について も,調 査研究を進めている。
平成7年 度は,個 人研究 として,「Ei本音楽の伝承における研究」「近現代
における能楽技法の伝承に関する研究」「伝統的唱歌の研究」「狂言に見る風











1近 代歌舞伎の伝承に関する研究(4年 計画の第1年 次)
幹部俳優の死去や高齢化,俳 優の生活環境や意識の変化,観 客の嗜好の
変化,興 行のあ りノ∫等が,歌 舞伎のil-."iな演技の伝承に深刻 な影響 を与え
ている、,本研究は近代歌舞伎の歩みの中で,具 体的に何が変わったのか,
その原因は何か を考え,今 後の歌舞伎がどうあるべ きか を検討 し提言 しよ





2元 禄期の浄瑠璃 ・歌舞伎の研究(6年 計画の第3年 次)
元禄期の歌舞伎について,動 物の登場する場 を中心に絵画,仏 典 も視野
に人れて調査 した。<鎌倉>
3「 翁」の技法集成(5年 計画の第3年 次)
本年度は芸能部舞台で和泉流,大 蔵流の三番rX(さんばそう)と千歳(せ
んざい)の実技者の型 を撮影記録 し,技法に関する聞き取 り調査を行った。
また技法の比較のため,日 本舞踊花柳流の 「種蒔三番rX」「二人三番嬰」を
撮影収録 した。なお,撮 影 したフィルムの一・部はphoto-CD化し,型 の比
較を試みている。<羽田 ・高桑 ・石井>
4日 本音楽の伝承に関する研 究(3年 計画の第3年 次)
日本音楽の変化の諸相について考察す る。本年度は ド記の研究 を行 った。
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芸 能 部
(1)長唄とめ りやすの詞章集 『め りやす豊年蔵』について,研 究史を踏 ま
えつつ,そ の性格 の一面 と各版の内容 とを考察 した。
(2)『教訓抄』語彙索引作成 を継続 し,「年代編」 を完成 した。<蒲生>
5.近現代における能楽技法の伝承 に関する研究(5年 計画の第2年 次)
近現代 も変遷 し続けている能楽の,特 に技法の伝承 と演出のあり方に関
わる事象を重点的な研究課題 とする。
本年度は,明 治以後に脚色上演された歌舞伎舞踊の能取 り物 について,
「紅葉狩」を中心 に,原 典 の能 と比較 しなが ら演 出論的に検討 を進めた。
<羽 田>
6伝 統的唱歌の研究(5年 計画の第4年 次)
日本の伝統音楽は 「唱歌」 とい うスタイルで伝承 されて きた。唱歌の分
析 を行い,そ の変遷 をた どることで伝統音楽の歴史を考察す る。本年度は
下記の研究 を行った。
(1)室町末期か ら現行に至 る能管の唱歌 を分析 し,能 の舞中で奏するオロ
シの成立過程を考察 した。
(2)能管の発生から流儀の確立に至 る流れ と音楽の特質を,唱 歌の検討 を
交えなが ら考察 した。
(3)鬼狂言の型 「責 メ」に用いられる嘘子の古態 を,唱 歌か ら検討 した。
(4)平安末期か ら鎌倉期にかけての雅楽の古い唱歌を考察 し,能 の翁の詞
章 「とうとうたらり」 との関連性 を考察 した。<高桑>
7.芸能 に用 いられる武器の研究(4年 計画の第4年 次)
(1)民俗芸能 ・民俗行事で棒の果たす役割 を考察 し公表した。
② 刀剣 と芸能に関する資料を収集 した。<中村>
8,中 国福建省泉州の 『目連戯』 と日本の目連(国 際共同研究:2年 計画の
第2年 次)
日本学術振興会か ら研究費 を得て,下 記の調査,研 究を行 った。
(1)泉州の人形戯 『目連救母』の撮影を行 い,詳 細な演出記録を作成 した。
(2)人形戯 に関係深い宗教儀礼の様相を記録 した。
(3)泉州の人形戯実技者 と享受者の聞 き取 り調査 を行った。
(4)泉州で,関 連す る美術作品の調査を行 った。
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保存科学部
㈲ 石川県石川郡の盆踊 り 『目連尊者地獄め ぐり』の調査 を行 った。
(6)8月21日・22日に泉州海外交通史博物館で中国の研究者 ・実技者とシ
ンポジウムを行 った。<鎌倉 ・中村 ・細井 ・勝木(情 報資料部)>
9中 国演劇の研究
中国泉州の廟で奉納 される人形戯の実演調査を行い,廟 と演者,享 受者
の関係について考察 した。成果は 「芸能の科学」25で公表 した。<細井>
10狂 言 に見 る風俗 としての衆道
狂言の古台本 を素材に,衆 道が どの ように描かれているかを考察 した。
成果は第27回公開学術講座で発表 した。<石井>
11東 京都の祭嘘子調査





れている保存環境の科学的研究 を行い,こ れ らを基礎 として文化財保存技術
に関する研究を行っている。_-iltい替 えれば,文 化財の 白然科学的研究,文 化
財 を試料 とする科学技術史的研究,文 化財保存科学のための科学技術の応用
研究の3方 面である。研究組織は化学研究室,物 理研究室,生 物研究室の三
室か らなり,研 究成果は修復技術部 と共同編集の機関誌 「保存科学」 などに






















1文 化財における環境汚染の影響 と保存修復法の開発(5年 計画の第5年
次修復技術部 と共同)
(1)気象および酸性雨などの観測 と評価法の研究
鎌倉市内4地 区および東大寺において観測 と調査 を引 き続き行 った。
測定項 目は温湿度,日 照,風 向,風 速,雨 量,雨 水,ミ ス トおよび大気
中の酸性汚染物質などで,影 響評価 には大理石 とプ ロンズテス トピース
を用いている。<早川 ・二宮>
2文 化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究(5年 計画の第2年 次)
(1)収蔵庫内の空気環境の評価法の確立
本年度はこれまでの研究成果の見直 し,測 定対象物質の選定 とその測
定法の検討,汚 染物質濃度 とその文化財材質への影響に関する基礎研究





検討の結果,収 蔵庫 の空気汚染物質の基準濃度,測 定法について定め
た法令はな く,新 たに検討が必要であることがわかった。文化財材質へ
の影響がある程度明らかにされている酢酸 ・ギ酸およびホルムアルデヒ
ドを対象 として庫 内濃度を実測 した ところ,変 色試験紙の色調が黄色に
なる場所で酢酸濃度は数10ppb程度であった。 ホルムアルデ ヒドにつ い
ては建築直後には数100ppb,5年後でも50～80ppbの高濃度 で存在 して
いた。展示室は開館後に濃度がすばや く減少するが,収 蔵庫は濃度 レベ
ルが変わ らないこ となど,館 内のホルムアルデ ヒドの挙動についての重
要な知見が得 られた。得 られた研究成果は 「保存科学」第36号に掲載 し
た。〈佐野 ・三浦〉
(2)展示収蔵方法の安全性評価
今年度 も引き続き,特 に地震による被.'jrlを最小限 とするために,免 震
装置に関する情報を集めるとともに,展 示具などの強度試験 を行 った。
絵画用吊 り金具(S環)に ついては,引 っ張 り強度は内径 の曲率の小 さ
な形態が強度の点か らは優れていること,引 っかか りが浅いとはずれや
す く,太さは直径6mm程 度の金属で市販の金具で も十分 な引っ張 り強
度(120kgf)があるこ とがわかった。テグスの結びにつ いては,か た結
びの方が引っ張 り強度が高 くなるが簡単に切れ易いことがわかった。 ワ
イヤーについては接続部分の強度が弱 く,使 用には注意が必要なことが







時,火 災時の影響 について検討 した。また,平 成5年 度以降に文化財収
蔵施設で選定された消火設備の選定の動向について,資 料をまとめた。





第1回 平成8年10月23日 テーマ 「文化財収蔵施設の空気環境」






東京国立博物館所蔵の弥生時代 資料,各 県教育委貝会 などから提供 された
弥生時代資料を中心に約100点の鉛 同位体比 を測定 した。これらのデー タを
従来から蓄積 している値 と比較検討す ることを試みている。
古代 中国出土の資料 として,股 櫨時代,二 里頭遺跡などの資料約70点の
鉛同位体比分析 をした。<平尾 ・早川>
4.新 しい文化財防虫防徽法の研 究(7年 計画の第3年 次)
(1)新しい虫害防除法に関する基礎研究
文化財の燥蒸ガスとして長 らく使用されてきた臭化メチルが,ハ ロン
の使用撤廃のため数年内に使用で きな くなる。そこで,代 替策の導入が
緊急の課題である。す でに欧米などでは,代 替策 として二酸化炭素漁蒸
法や,凍 結処理法,低 酸素濃度殺虫法などが検討され始めている。 その
なかで文化財材質に対す る影響 を考慮す ると,低酸素濃度殺虫法が最 も
好 ましい と考 えられる。そこで,こ の方法が実際に使えるか どうか,コ
クゾウや 日本の主な文化財害虫を用いて実験 を進めている。
1)低酸素濃度殺虫処理装置
昨年度 までは,プ ラスチ ックバッグと脱酸素剤による実験を行 って
きたが,本 年度 はある程度の大 きさをもつ文化財の処理 を念頭に,低
酸素濃度殺虫処理装置 を設計 ・導入 した。
設計にあたって,留 意 した点は以下の通 りである。
1.気密性に優れていること。
2.正確に調温・調湿された窒素ガス(酸 素濃度0.1%未満)を 処理室
に導入で き,処理室の温度 ・湿度条件 を正確に維持できること。





低酸素濃度処理は,材 質への影響が少ないと期待 されるが,過 去に
は酸素濃度0.1-0.2%の環境に1カ 月お くと,丹,密 陀僧,岱 赫に変色
がお きることが報告 されているので,種 々の脱酸素剤の使用に伴 って
変色が起 きるか どうかを試験 した。鉛 白,丹,密 陀僧,弁 柄,黄 土,
朱,群 青,岱 緒,白 緑,お よび染料の藍について,顔 染料単独,お よ
び和紙に膠 で彩色 した ものの2つ の場合 に対 して,6カ 月間,25℃で
脱酸素環境に維持 し,影響 試験を行 った。その結果,鉄 系の脱酸素剤
であるエージレスZで は,目 視 で明らかな変退色は認め られなかった
が,二酸化炭素を発生するタイプのエージレスG,およびRPシ ステム
の改良型(Kタ イプ,開 発途上試作品)で は,一 部の顔料に変色が認




保存担 当学芸員研修において,全 国の美術館,博 物館,資 料館の学
芸貝20名を対象に爆蒸および防虫防徽法に関す るアンケー ト調査 を実
施 した。今年度は比較的小規模の館が多かったためか,定 期的な清掃
と手作業 で生物被害に対処 しているところが多 くみ られた。すなわち,
年1回 定期的な収蔵庫燃蒸 を行 う館は20%にす ぎず,数 年に1回 程度
必要なときに煙蒸する傾 向があった。 また,収 蔵庫k蒸 を行わない館
も35%あった。今 回は実地の作業 で所蔵 品によ く触れる学芸員が 多
か ったため,生 物被害の予防法 ・モニター法を含め た具体的な被害対
処法に関す る研修の要望 も強か った。 これは従来の燃蒸薬剤の使用を
減 らす意味で も極めて重要 なことであ り,来年度以降,積 極的に検討
していきたい。<木川>
2)殺 虫法 としての凍結法について




て,収 蔵 品の殺虫施設に冷凍室 を検討 したいとい う館があ り,収蔵品
に対す る影響を明らかにする必要がある。凍結法は,一 部の収蔵品,
例 えば,光 沢のない紙か らなる書籍や大部分の皮革製品,織 物 ・布地
等には適 していると考 えられる。 しか し,金 属 と木などの複合材質か








文化庁,東 京国立博物館,県 や市町村の教育委員会 ・発掘事務所 ・埋
蔵文化財センターなどが所蔵する,約100点の銅製品,発掘品などに関 し
て鉛同位体比 を測定 した。 トルコ出土の金属資料約50点に関 して鉛同位
体比を測定 した。
なお,今 年度は㈱ フィニガンマ ッ ト社製の新機器が導入されたのでそ
の調整を行 った。〈平尾 ・早川〉
(2)蛍光X線 分析法 を利用 した研究
文化庁,東 京国立博物館,県 や市町村の教育委貝会 ・発掘事務所 ・埋
蔵文化財センターなどが所蔵する約200点の銅製品,発掘品な どに関 して
蛍光X線 分析法に よる化学組成の測定 を行った。〈平尾 ・早川〉
(3)X線回折法を利用した研究
文化庁および各県教育委員会か ら銅製品に発生 している錆の結晶組成
測定の依頼 を受け,約100資料 を測定 した。〈平尾 ・早川〉
(4)ICP発光分光/質量分析法を利用 した研究
昨年度末,新 機器が導入されたので,そ の調整 を行った。 いくつかの















微量の絹試料を熱分解加熱によ り導入 し絹のア ミノ酸組成 を求め,絹
繊維の劣化判定を行 うための基礎研究 を行 っている。このテーマのもと,
日本学術振興会の助成 を受けて メア リー ・ベ ッカー氏(ア メリカ,ポ ス
トドクトラルフェロー)を 特別研究貝(平 成8年9月6日 ～平成9年9
月5日 予定)と して迎 えている。〈佐野〉
(2)化学発光検 出器 を利用 した研究
国文学研究資料館 との共同研究で,歴 史史料の劣化 と化学発光強度の
関係 についての基礎研究を行 っている。今年度 は文化財試料の測定に応
用する際の市販の機器の問題点について明 らかにし,関 係学会において
報告 した。 また,史 料測定用の機器の開発について検討 し,平成8年 度
に国文学研究資料館に導入した。〈佐野〉
(3)多孔質材料の凍結による劣化機構の研究
石造文化財などに見 られる多孔質材料の凍結 ・融解による劣化機構 と
対策手法 を検討するため,多 孔質体の凍結 ・融解の際の熱移動 ・水分移
動機構に関す る研究会 を3月12,13日に開催 した。今後,一 定の温度勾








中尊寺金色堂 温湿度 ・変位 ・含水率











内の水 としては岩体内の微細な間隙を流れて くる水 もあ り,水 の供給 さ
れる主要経路を把握す るこ とが重要であ り,現在調査を進めている。岩
体表面に黒色析出物が観察 され,そ れはマンガンであることが確認され
たが,現 在その析 出過程 とその対策手法の検討を行 っている。本研究は
国際文化財保 存修復協力センター と共同で行っている。 〈石崎 ・三浦〉
(3)美術館 ・博物館等館内環境調査について
1)岡宝 ・重要文化財 などの指定品および東京国立博物収蔵資料の借用























































































































































































科学」第36}ナに発表 した。<佐野 ・ 一.'r　h>
8.文 化財の調査法に関する研究
(1)遺跡探査に関す る調査研究(修 復技術部と共同)
'1え成4年 度から科学研究費(重点領域)により 「化学的 ・光,,,,,f.的情報を
川いた遺跡査の 手法に関する研究」のテーマの下に研究を行っている。
今年度は岩 ヂ県盛岡市の実験地 を利川 して,地 中温度を川いた温度探査
を行った。地中lmの 深さに遺跡があった場合には地表面温度への影響
はほとんど現れないが,地 中0.5mの深 さで測定す ると季節的な温度変
動の差 として遺跡を探査できる可能性がある。<三浦>
9.生物劣化に関する調査 ・研究
(D糸 状菌(カ ビ)の 調査
1)__tcl1銅器に発生 した糸状菌の調査
極楽寺所蔵の重要文化財の青銅器に白いカビの菌糸様の ものが発生
したとの報告 を受け,調 査 した。培養 した結果,青 銅器 自身か らは好







平成8年3月25日 よ り5日問,高 松塚古墳の定期点検が行われた。
ここ数年の調査結果では,高 松塚古壇石室壁画においては特に顕著な
微生物被害はみられず,総 じて安定 した保存状態が保たれている。た
だ し石室入ロプラスチ ックカバー上に結露が起 こってお り,白 いカビ
様の コロニーが散 見された場合があ るが,こ れが直接壁画に悪影響を
及ぼす事態には至 っていない。本年度は石室人11プラスチックカバー
isのカビについては,エ チルアルコール綿 で除去 ・殺菌 したのち,防
微剤TBZを 配合 したエチルアルコール を少lll二派布 し,防 徽処置 を施
した、,<木川 ・尾立>
3)醍醐寺収蔵庫の糸状菌調査
'i∠成8年11月に醍醐 、1、の収蔵庫においてカビ様の ものが発生 してい
るとの連絡を受け,現 地調査が行 った。障壁画収蔵庫の収納ケース,
および占文玉1さ庫の唐櫃表面,屏 風画面に発生 しているカビ様の ものを
培養 した。その結果,占 文1昏庫の唐櫃 表面,屏 風画面から好乾性の
Aspergi〃esSI」.restrictusgr.のカビが有為に検川された、,収蔵庫内は,
通風が悪 く湿度も高い状態にあってカビが発生 しやすい状況にあるた




紙本の修復において,効 果的に糊ぬきを行 うために酵素(ア ルファア
ミラーゼ〉 を使用す る試みが進め られてお り,そ の有効性が確 認されて
いる。昨年度は,酵素使用後の絵絹に残留 している酵素活性量を,ブルー
でんぷんのプレー トを用いて簡便 に見積 るノ∫法を確立するとともに,工
房において,糊 ぬきに最低限必要な酵素最を決め るテス トをした。本年
度は,絵 絹に残留す る酵素活性 量とカビの生えやすさとの間に相関があ
るか どうか を調べた。その結果,明 らかに残留酵素活性量が多いと処理




で行った ものであ り,良好な保存条件 であればカビも発生 しにくいため,




びその公表 を主務 としている。研 究の対象は美術工芸品,建 造物,考 古資
料,民俗資料等の有形文化財をは じめ とした,文化財すべてを含んでいる。



















環境汚染物質に よって無機材質で造 られた文化財の劣化が進行 して大 き
な社会問題になっているが,ど んな修復保存処置が施せるかについて研究
を行 っている。 また 「近代の文化遺産」の重要文化財指定が本格化するに
伴 って従来の修復方法では対応出来ない文化財が 多くなっているため 「近
代の文化遺産」の修復研究機能の充実 をはかっている。
(2)各 論
1文 化財における環境汚染の影響 と修復技術の開発研究(保 存科学部 ・セ
ンター と共同)
鎌倉市内四カ所の観測ステー ションを高徳院 ・カ所に集約 し,自 動測定
装.,ifi.に本年1月 から切 り替えた。風向 ・風速は従来どうり観測を継続 して
いる,、
束大 孝国宝金銅 八角灯籠は,本年度か ら3力 年計画で修理が開始 された。
解体に際 し、/.ち会うと共に錆の分析,金 属組成分析,X線 撮影などによる
調査を行った,,
島根県 重要文化財 日御碕神社においても白動測定装置を設置 して観測を
継続 している。 また日御碕灯1.11および神社周辺3カ 所の風向 ・風速観測の
ために機器を設uし て観測を行 っている。その結果,海 か ら人ってきた西
風が谷筋に沿って流れ,神社に吹 き付けていることが分かった。この風は,
冬季に 多い。










は,焼 付する金属は鉄であり,甲 冑修理の場合は鉄 と銅であった。熱
源は七輪に炭火をしよう。焼付温度は240度以上,焼 付時間20分以下,
膜厚10μm前後であった。この結果を踏まえ新 しく手板を製作 して,付
着試験,暴 露試験,塩 水噴霧試験 などを行 っている。<中里>
3.文 化財の劣化に関する研究
(1)厳島神社 ・重要文化財高舞台の劣化調査
高舞台西面に発生 した亀裂劣化の原因を知 るために,試 料 を採取 し,




咋年度に引 き続 き且1む面,馬 甲などの鵬具を中心 として修復 を行 った。象
嵌遺物のプ ラズマ処理に関 して,改 良技術に よって高崎ll川名原(!tai墳
出土円頭柄頭 などの処理を行った ・〈占:木・犬竹〉
(2)石造 文化財の修復に関す る研究
レ…ザーによる石材表而 の汚染物質の ク リーニ ング実験 を行 ってい
る。 クリーニング対象である汚染物質の分光特性 などの調査 と現場作 聡
での取 り扱いノ∫法 など検討 した結果,ア レキサ ン ドライ トレーザーが適
,i.tであ ると判断 し,そ のレーザーを光ファイバーを通 して照射出来るよ
うな装置を製作す ることにした。〈i'木〉
(3)遺跡 ・遺構の保存修復 に関す る研究
a)史跡 丁'fii1111曽利貝塚1こは,貝 層断面や住居跡が保イ∫:施設内で保 イ∫:
展示 されているが,遺 構表面が壕 などで汚れているために クリーニン
グが必要になっている。高圧水洗などでは遺構 を破壊する危険がある
ため,レ ーザーによるク リーニング実験を試みた。貝層断面を破壊す
ることな く隅之 までクリーニングす ることができ,か なり有効 なノ∫法
であるこ とが判った。<青木>
b)熱赤外域における遣跡探査の効果 と地表および地中温度の分布の相
関を検討す るために,地 温測定 システムを作成 して実験を行った。温








アルとの比較 を行った。 また阪神 ・淡路大霞災におけ る救援活動実績を
もとに,文化財関係機関で整備が急がれている,災害時の緊急対応マニュ






粘着マ ットは発砲 ポリウレタンを架橋 したもの と推測された。溶剤に
よって低分r一物質が溶川する危険があ り,量:器の ように多孔質の文化財
に直接川いた場合,除 去できない粘着物質が付着 し取れ なくなる可能性
がある。アンカーワックスは,ほ ぼ純粋なパ ラフィンワックスであると




美術工芸品 と考古遺物 を中心に修理 報告11}:のデー タを もとに,文 書
データと画像データの入力を行 っている。報告 井の記載事項ならびにそ
の後の調査研究結果 を一覧できるデータベースを作成 中であ る。現在入
力件数は約780件である。
昭和39年か ら43年まで行われた中尊・㌧}金色堂の漆芸部材の修 復 を機
に,調 査 と写真記録 を行ったが,そ の写翼記録のデジタルデータベース





































































































データの共有化 を中心 とす る美術情報処理システムの研究,画 像処理技術の
応用,文 献デー タベースの開発な どを行 っている。
当部研究員は,上 記業務 を行 うとともに 日本 ・東洋美術史各分野で研究活
動 を行 っている。調査研究活動の成果は 「美術研究」ほか学会誌,美 術部 と
共催の公開学術講座等で発表されている。
当部 は,文 献資料研究室と写真資料研究室の二室をもって構成される。
文 献 資 料研 究 室
美術史関係を中心 とした図 淋 ・雑誌,調 査研究活動 によって収集 された各
種研究資料の整理 ・保管 ・閲覧を行っている。 また,日 本 ・東洋古美術関係
の文献 目録 の作成 とともに文献データベー スの開発を行っている。各年分の
文献 日録は 『日本)亀術年鑑』に掲載し,一 定期間ごとに総合 ・増補 し 『日本・
東洋古美術文献 目録』 として刊行 している。現在,昭 和41年～60年分につい
て編纂作業 をすすめている。
写真 資料 研 究 室
研究用写真資料の作成,収 集,整 理,保 管,閲 覧を行 うとともに,各 研究
者の調査研究活動に協力して研究資料を撮影 し,資料の充実につ とめている。
また,こ れに併行 して,美 術史研究へのデ ジタル画像処理 技術の応用及び,
美術研究所創立以来蓄積 してきた写真原板のデー タベース化に関す る研究を
行っている。
(2)各 論










版)を 入力。黒田清輝関係資料 として 『黒 田清輝 日記』(全5巻),著






1)定期刊行物所載文献デー タベー ス及び所蔵図書デー タベース検索 シ
ステムの運用 ・評価
日常的に川頁調に稼働中。
2)ロー カルエ リアネッ トワー クシステムの整備 ・運用 ・評価
マ ッキン トッシュ端末で所内イントラネ ット・システムの試作 を行
い,検 討の後,専 用サーバ(WWW2)を 立ちあげて運用中。
3)画像デー タベース構築のための基礎実験






関連研究分野の研究者6名 を招聰 し,協 議 を行 った。
2)文 化庁 を中心 とする文化財情報ネッ トワー クシステムへの対応
平成7年 度の補正予算によって所内LANシ ステム と学術情報セン
ター を介 したインターネッ ト環境が整備 されたが,こ れ らのネッ ト
ワー ク環境の有効 な活用 と機器運用の諸条件 を検討 した。開設 した
ホームペー ジ(URL=http://www.tobunken.go.jp)は,ヴァージョン
アップを計画中。
3)オ フラインによるデー タ共有 システムの拡充
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和11年～昭和40年)』のデータを対象とし,冊 子目録の分類構造 と分類 さ
れた文献群の見出 し語の関係 を明 らかにすることによって,語 彙のなか
でもある位置づけをになうものの特性 を検討す る。 さらに本デー タを現
行のデータベースに取 り込むためのひ とつの手順 として検討する。
冊子 目録からの入力デー タは,文 献書誌の うち著者 ・論文名 ・収録雑
誌名 ・号数のみを収録 している。 このデー タファイルを現行の文献デー
タベー スへ再構築す るためには更にデータを付加 してゆかなければなら
ない(例:刊行年月 日,ペ ージ,キ イワー ド等)。この文献目録の分類原
則はジャンル と地域(国)で,文 献数のまとまりに応 じてさまざまな上
位見出 し語 と下位 見出し語が立てられている(文 献数の多い領域には見
出し語が多くなる)。
1)文献分類 と見出 し語
現 目録の見出し語 を目録分類構造にそって,そ れぞれの階層化状況
を明 らかにするためのテープルを作成 した(例:絵 画 ・日本 ・仏画 ・
女口来 ・F可弓ホド壱)。
2)文献分類の枠組み




目録の最下位 見出 し語に まとめ られる文献には,実 際にはその下位









ブルを作成 した(ジャンル,地域分類 されたファイルはWWWで 公開




題 として(当 研究所所蔵の黒 田清輝関係資料 を対象 とする)画 像 を記述
したカタログ解説をデー タ化 し,次 年度の課題に備 えた。
3.デ ジタル画像データの蓄積 と活用に関する基礎的研究(5年 計画の第3
年次)
(1)アナログ画像デー タ(デ ジタル画像 データ)
昨年度 に引き続 き,情 報資料 部所蔵4×5カ ラーポジフィルム1190
カッ トを入力 し,プロフォ トCDマ スター を作成 した。また,科学研究費
デー タベー ス刊行費による「有形文化財データベース」(代表者:東 京国
立博物館 ・高見沢明雄)に より,所蔵エ ックス線フィルム(四 切り)約
800カットを入力 した。
② デジタル画像 の記憶媒体
入力済みの画像デー タを利用 して,画 像処理アプ リケー ションの活用
実験 をおこなった。また,美 術部第2研 究室所蔵の黒 田清輝作品を撮影
した4×5カ ラーポジフィルムに より,昨年度作成 したプロフォ トCD
の一部を,東 京国立文化財研究所ホームペー ジ中に構築が予定 されてい
る,黒 田の仮想美術館を入 り口とする小規模画像デー タベー スの実験材
料 として活用 した。
(3)ハー ド,ソフ ト・ウェア
インターネットの普及に伴い新 しく期待 される,研 究情報の蓄積 と共
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有化 のあ り方の当研究所における一つのモデル として,黒 田清輝関係資
料の総合的なデータベース化が構想で きる。他 フィール ド情報 との リン




別する必要から,高 麗イ∠、画の領分 を華厳思想 との密接な関係性か ら再検討
す るとともに,こ れ までの研究の枠組みのなかでは解決で きない,宋 元か
高麗か,あ るいは 日本の中世かなど,国 籍のゆらいでいる作品群がはらむ
問題点について,考 察をくわえ,そ の研究成果を発表 した(「華厳思想 と高
麗仏画の領分」『高麗の仏画』韓国 ・時空社)。<井手>
5古 代仏教彫刻史研究
文部省派遣在外研究員として,欧 州各地の美術館所藏 の関連作 品を広 く
調査 し,ま た,中 岡江蘇省,山 東省,河 北省,山 西省,四 川省の主に晩唐
から北宋時代の作例について調査 した。国内では,福 岡観世音寺兜蹟毘沙
門天像,鹿 児島隼人塚四天王像,山 口防府国分寺四天王像等を調査 し,9
世紀 日本の対外意識と造像 の関係について見通 しをつけた。その中間報告
を,美 術部 ・情報資料部研究会にておこなったく長岡〉。
6.中世絵画史研究
中世肖像画の研究:本 年は神像,役 行者像,新 羅明神像 など,肖 像画 と
いう研究領域の周辺にありなが ら,肖 像画の 「かたち」のスキーマや,「か
たち」 を媒介 とした主題の変容 を考える上 で重要な役割 を果た した作品の
調査を行 った。 これ ら作品群に焦点 をあてた発端は中世期に大量に生産 さ
れた 「藤原鎌足像」の図様の源 とその図様変遷の解明にあるが,肖 像画の
周辺(人の像 と神の像の曖昧領域)におけ る主題 の揺 らぎは予想以上に複雑
である。 さらに足利義兼像 をは じめとす る足利氏像 の調査 も進めた。
文化財研究情報の研究:「 文化財情報 システム」プログラムが進捗す る
なかで,「美術」,「文化財」とい う枠組みとその情報化の問題を考えること
は,デ ー タベースや ノ リッジベー スの構造が多かれ少なかれ現在の知の枠
組みを反映せ ざるをえないという現実 をふ りかえれば,意 味なしとは言え
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ない。そのためには 「文化財」や 「美術作品」の誕生 を回顧する手続きが
必要 となるが,近年 こうした領域に光があてられていることは周知であ り,
参照すべ き研究が多い。本年はこうした問題 とは別 に,情報化 のさしあたっ
てのキイとなる 「モノ」がつ くられ,こ われ,な おされ,わ すれられ,再
発見 され,解 釈 され,あ る価値 を与えられる歴史社会的なあ りようと,そ
の情報化の問題 を問い直 し,中 間報告を 「第15回国際美術史研究会シンポ
ジアム」で発表 したく米倉〉。
7.中 国における石窟美術の研究
中国石窟にみ られ る阿弥陀浄土変相の図像学的研究 を継続 した。数年来,
初唐・盛唐期の敦煙におけ る阿弥陀浄土変相の調査研究 を続けてきている。
そのフィール ドワー クのデー タをもとに,敦焼莫高窟第431窟における来迎
引接 式九品往生図の壁画の考察 を行 った。その研究成果の一部は報告書へ
の論文掲載 という形で公表 した。
石 窟寺院の窟内構成に関する研究 を開始した。中国の石窟では三仏造像
とい う構成方法が取 られることがある。これ らはちょうど法隆 芋金堂壁画
の四大壁や興福寺五重塔 の塔本四仏などを論ず る際に取り上げられる 「四
方浄土」あ るいは 「四方四仏」 という概念に類似 している。これ らの構成
方法がどのようにつ くられて きたか,ま た中国か ら日本へ どのように伝
わってきたかについて考察をすすめた。そして河南省の石窟 寺院において
三仏造像の調査を行 った。さらにこの研究の一部 は公開学術講座 におけ る
口頭発表の形で公表 した。
福建省泉州地区における仏教造像の調査を行 った。老君岩造像や草奄摩




国際K化 財保 イ∫:修復 協 力 セ ン ター
7.国際文化財保存修復協力センター
(1)概 要
文化財は人類共通の遺産であ り,国 家,民 族 を越えて,そ の保 イ∫:・修復に
当たらなければならず,そ のためには国際協力が不 可欠である。国際k化 財
保イ∫:修復協力センターは,世 界の文化財の保イf:・修復に関'ケる国際的な研究
交流,保 イ∫二修復 事業への協力,割"」家の養成,情 報の収 集と活川等を実施 し,
文化財保護におけ る国際的な責務 を果たす ことを目的として,'1え成7年4月
に従 来の国際 文化財保イ∫:イ1蓼復協力室を拡充し発足 した。現在,セ ンターでは
世界各国,各地域のk化 財 とその保イ∫二に関する資料の収集,整理,データベー
スの作成を行 ってお り,ま た,ill!際共同研究,国 際会議 ・セ ミナーのAldij,
実行や諸外国の:,}1"1'の研修に関する仕 事を行 っている。 さらに,基 礎研究
として,屋 外のイ1造および木造k化 財の劣化 と保 イ∫:処置に関す る研 究等を
行 っている。
企 画 室













る現状 と問題点について研究会 を行 い,事 例紹介 と質疑応答,討 議を
行 った。本研究会 は今後定期的に開催す る予定である。〈宮本 ・中島・
西浦 ・松本 ・朽津 ・二神>
2)IIC大会,ICOM-CC大会,ICOMOS総会等,国 内 ・外で開かれた
国際的な会議 講演会,研究会等に参加 し,多くの情報を得 た。〈西浦・
松本 ・朽津 ・二神〉




に各国の状況を聞 き取 り,資料 とした く西浦 ・松本 ・朽津 ・二神〉。
3)海外で行われている国際的な研修事業における教育カ リキュラムの
調査を行 った。<松本>
4)国 内 ・外で開かれた国際的な会議,講 演会,研 究会等に参加 し,多
くの情報を得 た。 〈西浦 ・松本 ・朽津 ・二神>
5)ユ ネスコ(世界遺産センター),イ クロム等を訪れ,事 業内容 と現状
の問題点,今 後の協力関係等についての調査 と協議 を行 った。〈松本〉
(3)保存担当者 リス トの作成
1)世界,特 にアジア諸国の文化財保存関係機関,組 織の国別 リス トを
作成すべ く,情報の収集に努め,デー タベース化 を進めている。〈西浦・
松本 ・二神>





についての調査 を行 っている。 これにつ いては,定 期的に情報を公開







1)福 島県の清戸迫横穴において,彩 色壁画の表面を汚 している黒色物
質を分析 した結果,そ れがカビなどではなくマ ンガン化合物であるこ
とが判明 した。その形成原因を考えつつ,今 後の再発 を防止す る方法
を検討 している。<朽津>
2)北 海道のフゴッペ洞窟において,岩 体 の水分特性や表面の析出物の
鉱物組成等を調査 しなが ら,劣 化原因の特定 とそれに対する保存対策
に関する考察を進めている。〈朽津>
3)神 奈川県,爪 文 ・元箱根石仏群の保イ∫二修復について,材 料の選択や
処理ノ∫法の検討等 を継続 して行っている。〈西浦〉
(2)石材の劣化現象についての岩石学,鉱 物学的調査研究
1)韓岡の敬天孝石塔において,石 材表面の汚れ と劣化状況を観察 した
ところ,大 理石の表面が石膏化する際に埃 を吸着 して汚れ るという
ヨー ロッパ石造文化財の表面で見られるのと企 く同様 な劣化が観察さ
れた。そこで,ヨ ーロッパ石造建築での実績を参照 しつつ,保 存対策
を検討 している。<朽津>
2)建築材料 として川いられている漆喰の表面の劣化状況 を鉱物学的に




1)石材の強化お よび搬水処理に用いられ る代表的なシリコー ン樹脂に
ついて,そ の物性 を比較検討するための実験 を行っている。凝灰岩,
砂岩,安 山岩試験片を用いた浸透性測定,石 粒 を用 いた強化力評価実
験,処 理石材の水蒸気透過性試験を行ってお り,特 に,ヨ ー ロッパで
広 く用い られているエチルシ リケー ト系強化剤であ るWackerOH
と日本で多 く用い られているメチル トリエ トキシシラン系搬水強化剤
であるSS-101との比較を行 っている。本年度は,これ らシ リコーン樹
脂で処理 した石材の透気性 を,水 蒸気の透過速度 を測定す ることに
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よって検討 した。 この結果,シ リコー ン系の樹脂では,処 理後 も高い
透気性 を維持 しているこ とが確認された。〈西浦>
2)パ キスタン,ガ ンダーラの仏教寺院遺跡 であるラニガ ト遺跡の保存
修復についての調査 を行 った。その結果,残 存建造物がその上部か ら
の雨水の浸入により急激な劣化,崩 壊が進行 していることが明らか と
なった。そこで,上 部からの雨水の浸入を阻止する方法 として,従 来
のセメン ト塗布に よる防水ltrの形成に替えて,粘 土 と石灰の混合物 を
厚 く擁 り付け,そ のE:層部に撰水性の シリコー ン樹脂を含浸 して防水
層 とする,新 しい方法をテスト中である。〈西浦〉
(4)屋外イf造文化財の環境 と劣化に関する研究




ており,特 にパノム ・ルン遺跡においては,無 電源長期環境計測 シス
テムをr'i`UI.し,環境デー タの測定 を行 っている。<西浦 ・朽津>
3)埼K県 ・」lf見百穴において,洞 窟の塩類風化のメカニ ズムとその速
度を解明す る目的で,蒸 発ii'rをは じめ とす る各種の環境計測を続けて
いる。現在 までに,塩 類の析出は蒸発の激 しい洞窟入りH付 近のみに
集中し,ま た,一 年の うち,特 に乾燥が激 しくなる冬の時期に殆 どが
起 きていることが明 らかにされた。<朽津>




1)広 島県厳島神社 と岩手県正法寺惣門壁画において,鉛 丹の変色 した
と考えられ る部分 を鉱物学的に分析 し,鉛 丹が白変 した り黒変 した り
す るメカニズムを明 らかにした。 この結果に基づ き,正 法寺惣門壁画
の変色前の絵柄 をコンピューター上で画像復元した。<朽津>
2)島根県および鳥取県下の古墳の うち,赤 色顔料が用い られているも
一54一
国際調査研究
のについて,鉱 物学的 な分析を行った、,その結果,従 来はベ ンガラと
朱の2種 類に分けて記載が行われていた ものの うち,ベ ンガラと呼ば
れていた ものは,更 にい くつかのより細かい範疇に分類可能なことが
明 らかにされた。 この事実から,今 後占代における赤色顔料の使い分
けに関する議論の発展が期待 される。<朽津>
3)熊本県の 重要文化財 ・山田大王神社の解体修理に伴い,同 神杜本殿
に川いられていた顔料 を鉱物学的に分析 した。その結果,現 イ1三丹土と
呼ばれている顔料 と類似の成分の ものが川い られ ているこ とが判明
し,分析結果が塗 りなお しに反映され ることに なった。〈朽津〉
(2)石造x化 財,遺 跡建造物の保 イ∫:整備ll僕についての指導,助 言
4))ミ術館保管 中に劣化が進行 し,'}∠成6年 に保存修復処置を行 った石
灰岩製 レリー フ(人 阪 市立 美術館蔵 コプ ト石彫,下 関市立美術館蔵エ
ジプ トレリー フ)に ついて,処^t:qL後2年余 を経過 して,若 干の再劣化
現象が観察されたので,li∫処,.i,,Cの指導 を行 った。<西浦>
5)国 内遺跡の保 イ∫二,修復,整 備に関す る調査,指 導 として,下 記の遺
跡の整備について,現 地調査と指導を行った。<宮本>
llf森県 三内丸山遺跡
栃木県 ド野薬師 芋跡,1葺川 新宿占墳群



















本年度は,壁 画の赤外線撮影,写 真測量用の基準点の検討 など,こ れら
研究の予備的実験を行 った。
研修1`-r一については,敦 煙研究院から2名 の研究者を招聰 し,現 在,敦lf
で使川 してい る壁画修復川樹月旨の物性測定実験お よび川語集編集の検討と
・部の人力を行 った。
1)長 いスパ ンでの敦煙莫高窟の保 イ∫:環境について考察するために,地 球
規模 での長期の環境変動について,種 々のデー タか ら解析 したところ,
中lKi中央部においては,AD1200以降は気温変動が他の地域に比べて小
さ く,遺跡保 イ∫:の点で有利であったと考察 された。
2)第194,53,258窟に設調した環境計測機器により,外気温度,外 気湿
度,ll照強度,風 速,洞 窟内各部位の温度 と湿度,岩 体内温度 と湿度等
を測定 している。本年度 も継続 して計測 してお り,回収 したデータの解
析 を行 った。
3)敦煤周辺の水の分析調査,特 にイオウの起源 を探 る分析調査 を行 って
いる。
4)洞 窟内外の粉塵量の調査 を行った。特に開放窟における見学者の出入
りに伴 う変化について測定 し,現 在解析中である。未だ充分なデー タは
得 られていないが,今 後中国側でデー タの集積がなされる予定である。
(2)病害研究班
1)壁 画の塩類風化の進行速度を見積 もるために,洞 窟内外 での蒸発量の
計測を行った。その結果,通 常状態における壁画表面か らの蒸発は計測




2)第194窟におけ る大規模な壁画の崩落 と塩類の析出が,いつ どの様な状
況で起 きたかについて,文献等か ら調査 したところ,1908年ペ リオによっ




1)第53窟の壁画の斜光写刺最影を終え,図 化 を行 うr一定である。
2)洞 窟内壁画の写 ユ畳↓撮影を簡便かつ精巧に行 うための撮影装置を開発
し,試 作 した。現在最終的な改良を行っているところである。
3)第258窟の煙丈煎壁lllliのクリーニングを行 うに'11たって,レーザーガ ンに
よるクリーニングノ∫法について,試 験片を使 った実験 を行った。実際に
現場で応川できるか どうか,今 後検討 してい く。
4)壁 画修復川擬一t.について,特 にその透気性,透 水性について,実 験室
での測定を行った、,
(4)国際研究集会
1敦火1嘆高窟保イ∫:国際 シンポジウム」を開催 し,研究報告 と討議を行って,
莫高窟保イ∫:の課題 と展望について考察した、,
(5)did(イlx'1二業
敦炸研究院か ら2名 の研究 者を招へい し,壁 画の修復材料,技 法につい
ての研修 を行 った。
(2)スミソニ ア ン との研 究交流 及び 日本美 術品修 復協 力
文部省科学研究費補助金を受けて,平 成8年 度より新テーマ 「陶磁器文化
の交流に関す る科学的研究」 を3年 計画で開始 した。研究代表者の交代によ
り事務局を奈良国立文化財研究所に移 し,日 本側の研究体制 を見直す年 と
なった。 この3年 間は陶磁器の流通をテーマ とするため,主 たる研究交流は







科学研 究費国際学術研究海外学術調査 として,昨 年度か ら3ヶ 年計画で調
査研究を開始 した。本年度は6月,12月,3月 にタイ国を訪れ,タ イ国内の
レンガ造遺跡の調査 を行い,代 表的な遺跡であ るアユ タヤおよびスコー タイ
で下記の調査研究を実施 した。
・アユ タヤ遺跡のラチャプラーナ寺院に環境計測機器を設置 し,大気温度,
大気湿度,雨 量,日 照強度,レ ンガ表面温度,レ ンガ壁内部温度の測定
と解析 を継続 して行 っている。
・アユ タヤ遺跡のマハ ター ト寺院を中心に,レ ンガの劣化現象についての
定点調査を行 ってお り,ま たレンガ内の水分の現場測定を行った。
・スコータイ遺跡のス リサ ワイ寺院に環境計測機器 を設置 し,大 気温度,
大気湿度,雨 量,日 照強度,レ ンガ表面温度,レ ンガ壁内部温度の測定
と解析 を継続 して行 っている。
・スコータイ遺跡のス リチュム寺院の大仏(苔 類,藻 類の繁茂に より黒緑
化 している)の クリーニングとクリーニング後の保護防水処理(搬 水性
シリコーン樹脂の含浸)の 現地実験を行 った。











れ訪独 して共同研究を行 い,3月 に渡邊明義,三 浦定俊,加 藤寛(東京国立
博物館),日高薫(国立歴 史民俗博物館)が訪独 して ドイツ国内の漆工 品およ
び関連資料についての調査 を行 った。 また11月に ドイツ側か らキュー レン
タール,ヴ ァル ヒ(バイエルン州立文化財研究所),ボルガー(漆工技術者)
の3氏 が来 日して,石 川,京 都,奈 良などにおいて漆工品の調査 を行 うと




の共同研究である。本年度は各1回 の相互訪問,2回の訪独 自主調査 を行 っ
た。調査の結果,日 本側は,研 究の対象として①木造建築を主体 とした町
並の修復理念 と手法,② 石造 ・レンガ造の修復技術,③ 構造補強の技術,
④技術者教育の制度 ・施設 ・カ リキュラム,⑤ 記念物保存の制度 と運用,
⑥産業遺産の保存,な ど多岐にわたる参考事例 を得 ることができた。
1)第1次 訪独(1996.8.18-28)松本(文 化庁亀井,奈 文研村田,芸 大斎
藤)
日本側公式訪問(ヴ ィー スパーデ ン,フ ルダ,シ ュマールカルデン,
クェ ドリンプルク,ポ ツダム,ベ ル リン,リ ューベ ク)
2)第2次 訪独(1996.10.28-11.9)松本(奈 文研木村 ・長尾)
日本側 自主調査(リ ンブルク,ヴ ァイルブル ク,ラ イプツィヒ,ク ェ ド
リンブル ク,ド レスデン,テ ィアハ ウプテン,ミ ュンヘ ン)
3)ド イツ側公式訪問(1996.11.12-21)ジー クフ リー ト・エンデルス,ゲ
ル ト・カスター,デ ィー トリヒ ・ヴォルブス
東京(文 化庁),函館,札 幌,白 川郷 ・五箇山,高 山,奈 良,京 都
4)第3次 訪独(1997.2.22-3.9)宮本 ・松本(文 化庁亀井)





(5>シリア,ア イ ンダー ラ神 殿遺 跡 の保 存修復
アインダーラ神殿遺跡はBC10世紀 に遡る古代 オ リエン トの重要 な遺跡
で,1956年と1976年に発掘が行 われた。 この遺跡を特徴づけるのは玄武岩に
彫 られたスフィンクス及びライオン像 のレ リーフである。 これ らは発掘直後
か ら損傷が著 しく,早急な保存修復処置が必要 とされていた。 そこで昨年度
より5年計画で,住 友財団の助成 を受け,シ リア考古総局 との共同で,保 存
修復事業 を行っている。 日本側研究者及び技術者が5月 に現地 を訪れ,石 彫
レリーフの クラックへの樹脂注入充填処置,足 跡石の強化防水処概,床 石の





















① タイ国等東南アジアで,美術工芸品,考 古遺物,民 俗資料,古 文,4}:等,
博物館,美 術館の収蔵 品を中心 とした屋内に保存 されている文化財の保
存,修 復 に用いられている合成樹脂に関する調査 を,タ イ国立博物館保
存部 と共同で行 った。東南アジアでは天然樹脂 もかなり用いられてお り,
合成樹脂 との使 い分けや,そ の根拠な どについても調査を実施 した。























当研究所 では,昭 和63年以来,欧 米所在の明治時代以前の 日本美術作品に
関す る基礎 データの収集に努めてきた。平成2年 度 より,文化財保存修復学
会(旧 古文化財科学研究会)が 日本芸術文化振興会から助成 を得て 「海外所
在の 日本文化財を対称 とする調査研究」を行 うこ とになり,当 研究所が委嘱
を受けて調査研究 を担当した。平成2年 度のメ トロポ リタン美術館,3年 度
のバー ク ・コレクション,バ ー ク ・ファウンデー ション,4年 度のフィラデ
ルフィア美術館,5年 度のプライス ・コレクション,6年 度のサンフランシ
スコ・アジア美術館,7年 度のブルックリン美術館の調査に引き続 き,8年














①:著 書 ・編書 ②:論 文 ③:解 説




② 中国全国美術展1覧会略 史 「現代中国の矧1∫展1国 立国際美術館
② 清末 ・明国初期の美制徽 育一近rf年来中国絵画 史研究四一
「笈術研究」365
②J留II〕庭術学'L一近rl年来中国絵画 史石ll究't.Dミ 術研究」367
③ 『111国年鑑1996年1測文化 ・)ミ術の項 中国研究所
⑤ 社会i三義 庭術から前衛)ミ術へ一中1{1陵術の50年一
lll泣国際美術館
⑤ 全国美術展か ら見た中園油画の60年 福岡市美術館
⑤ 文人画から近代絵画へ 中国)榊∫の転換期一 日中友好会館










島 尾 新(i=.T.f:研究 官)
① 『'1「舟 』 新1朝ii本美 争1∫文 庫1新 潮 社8.12
②TheStewardsofArtinMuromachiJapan:Noami,Geiami,andSoami
ChanoyuQuarterly848.10
② 会 所 の 美 術 一 室 町 時 代 の 「美 術 」 シ ス テ ム
「国 立 歴 史 民 俗 博物 館 研 究 報 告 」959.3
③ 二 つ の 夏 珪 様 【il水図 巻 「美術 研 究 」3679.3
③ 瓢 鮎 図 「二 枚 の 絵 」 毎E1新 聞8.9
⑤ 狩 野 派 登 場 前 夜 京 都 国 立 博枷 τ口:曜 講 座8.10.19






(1)『日本の近代絵画』(山口桂三郎編,佐 伯英里子,小 池満紀子 と共著)
ブレーン出版8.10
(1)清親 と明治の浮世絵 「日本の美術」368至 文堂9.1
② 島霞谷の仕事 とその視覚の特色 「島霞谷」展図録 戸定歴史館8.10
⑤ 白馬会の風景表現 ブ リヂス トン美術館土曜講座8.11.9
岡田 健(主 任研究官)
② 關於優填is造像的若1報 告(中 国語)
『龍門石窟一1㌦五 百周年國際學術討論会論文集』 文物出版社8.5
②III束歴城黄イ1崖造像 「美術研究」3669.2




④ 初膚期阿弥陀如来像の諸相 美術部 ・情報資料部研究 会8.11.27
④ 東寺兜蹟毘沙門天像について 美術部 ・情報資料部研究 会9.1.29
⑤ 東寺諸仏像納入llll1について 衷 芋8.10.5
⑥ 翻訳 ・段文傑 「敦娘芸術総論」他
「砂漠の美術館 永遠なる敦煙」展図録8.6
中野 照男(第 一研究1:長)
② 中央ア ジア美術 に現われた神 と人間
『エル ミタージュ美術館特別名品展
新潟県立近代美術館
② シルクロー ドの塑像 「日彫会会報」38
② 探検家による収集品
『砂漠の美術館一永遠なる敦燈』図録 東京都美術館
② ル ・コック 『東洋学系譜[欧 米篇]』(高田時雄編著)大 修館 書店
④ 敦煙 ・西域の美術 と法隆寺金堂壁画














平成6・7年 度科学研究費絹i助金(一 般研究C)研 究成果報告書






① 萬鉄!i.郎 新潮 日本)ミ術 文庫35新 潮率ヒ9.2
② 川 ヒ涼花 ノー ト1東 京llξ位 近代)こ術館研:究紀要」8.8
② 白馬会と東京)こ術'1一校
「結成100年 白馬5セ 明治洋1由iの新風1展 図録,
ブ リヂス トン美術館等8.10
② 劉,Lが%Lつめていたもの 「劉生と御州・」展図録 豊HDi渓彷了館8.12
② 序論 ―萬鐡r..郎」展1ヌ1録東京岡 ウニ近代 美術館等9.3




④ 黒田清輝 と白馬会 明治美術研究学会 ブ リジス トン美術館8.11,17
⑤ 黒田清輝 と白馬会 京都II三泣 近代美術館9.1.12
芸 能 部
蒲生 郷昭(芸 能部長)










⑥ 横道萬里雄 『能劇そぞろ歩き』(共同編集)能 楽書林










⑥ 目連研究のあらまし 「日本目連俺儂研 究会中間報告」
早稲田大学演劇博物館 レクチャールーム8.4
細井 尚子(演劇研究室)
① 『ドラマとしての復讐と仇討ち』共著 新 しい演劇研究の会


























③ 狂言の世界に跳梁蹟庖する動物 ・植物たち 『狂 言入門』(淡交祉)8.4
③ 能 と三島の 「葵上」 蝸'トの会パ ンフレット8.4
③ 『能芸論』解説 『馬場あき子全集8』(三 一書房)8.9
⑤ 批評の機能 第20回国際シンポジウム 「歌舞伎の変遷 と展望」
71:1'東京博物館会議室8.11.14
⑥ 横道萬里雄 『能劇そぞろ歩 き』供 同編集)能 楽書林8.10
高桑いつみ(音 楽舞踊研究室)
② 能riの世界一その歴史と肖楽 一一
② 「とうとうた らり」 と雅楽のp,',歌










② 能の中の新 占今～名歌 ・名イ1)の、藻 をとること～
「国文学」42-13号
② 能 と蹴鞠 と兵法 と～伝書にみる身体～ 「園語 と国文学」887号
⑤ 狂言に見る風俗一衆道をめ ぐって一 第27回芸能部公開学術講座













① 『神楽一原出雲の風土に生 きる』共著 島根県大東町9.3
② 神戸市の鬼追行事 に見る民俗的意義 「芸能史研究」133号8.4
② 棒 を用いる民俗行事 と民俗芸能 「芸能の科学」259.3
③ 花祭 りを支える人々 「音楽鑑賞教育」3248.1
④ 民俗芸能の棒 芸能部夏期学術 鞭 睦8.7～10




















② 敦煙莫高窟の気象 と壁画の保 存 「東方学」92,pp.133-140,8.7
② 絵画用S環 の安全性の評価
「文化財保存修復学会誌」41,pp.38-45,8.12
② 化学的 ・光学的情報 を用いた遺跡探査の手法に関する研究(川 野邊 ・佐野 ・
中條 ・中浜 ・山口)
『重点領域研究 「遺跡探査」第5回 研究成果検 討会議論文集』
pp.207-214,9.2
② 博物館等施設の室内空気汚染一ホルムアルデヒ ドの庫内濃度一
(佐野 ・小瀬戸恵美 ・三浦)「 保存科学」36,pp.28-36,9.3
② 国指定品新規公開施設を目指す収蔵展示施設の消火設備の設置状況一ハロン
生産中止後の動向一(佐野 ・三浦)「 保存科学」36,pp.37-46,9.3
② 展示公開施設の館 内環境調査報告一平成7年 度一(佐野 ・三浦)
「保存科学」36,pp.98-103,9.3
③ 絵画にひそむ もの
「エネルギーレビュー(特 集 「古代 を探る」)」16(8),pp.4-7,8.8
③ 文化財科学一般(第13回大会研究発表 をふ りかえって)
-68一
k要研 究 業績
「日本 文 化 財 科 学 会 会 報 」32,pp.21-22,8.10
③ 資 料 保 存 に 対 す る 阻 害 要 因 と そ の 対 策
「IBEC(特集 「博 物 館 ・美 術 館 の 省 エ ネ ル ギ ー 」)」99pp.24-28,9.3
④ 文 化 財 公 開 施 設 の 収 蔵 ・展 示 環 境(佐 野 ・ 一:r　ti)
美 術 史学 会 第49回全個 大 会,8.5.25-27
④ 隠 さ れ た 肖像 の 画 像 解 析(3)(花泉 ・川 中)
第18【口1文イヒ貝オイ呆イ∫:イ1砦復 学 会6;簿2寅会 大 会,8.6.1～2
④ 東 京 都 美 術 館 「法 隆 寺金 堂 壁 画 展 」 に 関 す る保 イ∫環 境 調 査
(佐野 ・三 浦 ・木 川)1・Ji
④ ス カ イ ポ ー ル か ら の 画 像 を 川 い た 遺 跡 探 査(一=nli・川 野 邊)
IliK化 財 科 学 会 第13回大 会,8.6.15-16
④ か く さ れ た 情 報 を 画 像 か ら よみ と る,K化 財 保 イ∫:科,.,,f:の世 界(東 北 芸 術 工 科
大,,,,,f.公開 講 座,第3回 美 を ま も る)9.2.22
⑤ 梱 包 概 論(梱 包 の 科 学),指 定 文 化 財(美 術i:芸品)取 り扱 い 講 習 会(東 京),
8.7.18
⑤ 同 ヒ,同 ヒ(京 都)
⑤ 文化財の保 イ∫:環境の考えノ∫i%成8イ1渡文化財行政基礎講凶≦
(国、ンニオリンピック記念ll∫少年総合センター),









② コンクリー トから発生す るアルカ リ性物質について(II)
「文化財保存修復,,,,,t一会誌」41,pp。46-53,8.12
② 化学的 ・光学的情報を用 いた遺跡探査の手法に関する研究(三 浦 ・月1野邊 ・
佐野 ・中條 ・中浜 ・山ll)





② 博物館等施設の室内空気汚染一 ホルムアルデヒ ドの庫内濃度一(佐野・小瀬戸
恵美 ・三浦)「 保存科学」36,pp.28-36,9.3
② 国指定品新規公開施設 を目指す収蔵展示施設の消火設備の設置状況一ハロン
生産 中止後の動 向一(佐野 ・三浦)「 保 存科学」36,pp.37-46,9.3
② 展示公開施設の館内環境調査報告一平成7年 度一(佐野 ・三浦)
「保存科学」36,pp.98-103,9.3




④ii京 都美術館 「法隆寺金堂壁画展」に関する保存環境調査(佐 野 ・三浦 ・木
川)同 上,8 .6.1～2
⑥ 文化財 を守 る一時代 とともに変 わる保存技術(木 川,佐 野)
「ゑれ きて る」(東芝)61,pp.29～34,8.10
平尾 良光(化 学研究室長)
① 釘 ・鑓の化学的調査(平 尾,榎 本淳子)『東大寺南大門国宝木造金剛力士像修
理報告書』本文篇,文 化庁編,pp.142～148,5.3
① 鉛製弾丸の 自然科学的調査(平 尾,榎 本淳子)『同上』pp.150～1565.3
① 神庭荒神谷遺跡か ら出土 した青銅製品の化学組成(平 尾・内田 ら)r出雲神庭
荒神谷遺跡』本文編第3部 第1章 第1節,
島根県教育委員会,pp.153～170,8.3
① 神庭荒神谷遺跡出土青銅器の非破壊分析 と鉛同位体比測定(馬 淵 ・平尾ら)
『 同上 』本文編第3部 第1章 第2節,
島根県教育委員会,pp.171～186,
① 神庭荒神谷銅剣に発生 した錆の調査(平 尾 ・渡辺 ら)
















旭龍文鏡および福岡県北九州市か ら出土 した弥生 ～古墳時代の青銅製遺物の
鉛同位体比(平 尾 ・榎本淳子),
「北九州市立考古'博物館研究紀要」3,pp.1-9,8.6
カマ ン ・カレポユ ック遺跡出土銅器および青銅器のマ イクロスコープ分析,
(津越敬寿 ・阿部尚正 ・古谷圭一 ・平井昭司 ・平尾)
57回分析化学会討論会,8.3














④ 日韓硬玉製勾玉の 自然科学的分析(早 乙女雅博 ・早川)
朝鮮学会第47回大会講演要旨集,PP28+8.10.5
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④ 凍 結 過 程 に お け る 土 の 凍 結 面 近 傍 の 微 視 的 観 察(渡 辺 晋 生 ・石 崎 ・武 藤 由 子 ・
溝 口勝)1996年 度 農 業 土 木 学 会 全 国 大 会,8.7
④11シ ベ リア,コ リマ 川 下 流 域 の エ ドマ の 形 成 年 代(仙 頭 宣 幸 ・福 田正 己 ・石
崎 ・五 十 嵐 八 枝 子 ・中村 俊 夫 ・V.サル コ フ)
1996年度 日本 雪 氷 学 会 全 国 大 会,8.9
木 川 り か(生 物 研 究 室)
④ 東 京 都 美術 館 「法 隆 寺 金 堂 壁 画 展 」 に 関 す る 保 存 環 境 調 査(佐 野 ・三 浦 ・木





⑥ 文 化 財 を守 る 一 時 代 と と もに 変 わ る 保 存 技 術(木 川 ・佐 野)
「ゑ れ き て る」(東 芝)61,pp.29-34,8.10
山 野 勝 次(生 物 研 究 室)
② 千 葉 県 木 更 津 市 で 発 見 され た ア メ リカ カ ン ザ イ シ ロ ア リ 「しろ あ り」104,
p.30-38,8.4
③ 臭 化 メ チ ル の 使 用 規 制 と代 替 防 除 法 研 究 の 現 状,「 文 化 財 の 虫菌 害 」31,
p.8-13,8.6
③ 図 書 館 の メ ン テ ナ ン ス 害 虫 対 策,「 学 校 図 書 館 」548,p.46-47,8.6
③ シ ロ ア リ防 除 の 過 去,「 しろ あ り」105,p.3-23,8.7








③ 「和紙 とはどういう紙ですか」 和紙の手帖II
③ 「文化財修復の現状一絵画一」 駿 河台大,・:・文化情報部特別講座
③ 劣化 と保存各論Ⅲ一紙一 口尊物館 ・美術館等の保イ∫判 当学芸員研修
③ 修復材料各論一伝統材料一
博物館 ・)こ術館等の保イ∫二担 当学芸貝研イlx
③ 「劣化損傷史料の保イ∫:修理1」 国文学石IF究資料館 史料館研修










③ 「被 災文書の救助 と処"1'II(.」東京芸術大学シンポ 「「KI際シンポジウム,
文化財 を守る一緊急時の対策と活動の指針一」





















































⑥ ―ド張 り文 聾駒f究会1茨 城県牛久市立中央公民食ず{8.7.z7
⑥ 「紙の保存・修復」lll1際研修8.11.20/12.13
⑥ ―大英博物館,修 復 厚門家のための一 日研修 」9.3.24
松本 修 自
② 山田寺 と玉虫厨子一飛鳥時代の建築技法一 「日本の国宝」2
③ 玉虫厨子 「日本の国宝」2




































① 週刊朝 日百科 『日本の国lk5奈 良薬師 鋼 編集 朝日新聞社
② 臼杵摩ノil佛の成立試論 『国帷』1215
③ 彫刻の岡宝指定 をめ ぐって 『国立博物館ニュース』588
③ 男神坐像 京都府};雲大神宮一新国lk・重要文化財紹介
『国立博物館ニュース』588







































③ 解説 薬師寺 藤原京から平城新京へ移転
週刊朝日百科 『日本の国宝5奈 良薬師寺』 朝日新聞社
③ 解説 薬師寺の移転をめ ぐる論争








② 長野 ・定勝寺所蔵 補陀洛山聖境図 『美術研究』3658.10
② 華厳思 想と高麗仏画の領分(韓 国語翻訳文)
『高麗の仏画』韓国 ・時空社9.3
③ 図版解 説(韓 国語翻訳文),阿弥陀如来図(島 津家 旧蔵 ・萩原寺)・観経序分
変相図(西 福寺 ・大恩寺)・観経十六観変相図(西 福寺 ・知恩院 ・隣松寺)
『高麗の仏画』韓国 ・時空社g.3
④ 長野 ・定勝寺蔵 「補陀洛山聖境図」について
美術部 ・情報資料部研究会8.7.31




ロ ン ドン大 学 オ リエ ン トア フ リ カ研 究 学 院 日本 研 究 セ ン ター 研 究 会
8.6.5
④9世 紀 日本 の 武 装 像 一 「境 界 の 像 」 の 観 点 か ら
美 術 部 ・情 報 資料 部 研 究 会9.1.29
05TheCurrentStateofJapaneseArtHistory-TheStudyandSystem
ロ ン ドン大 学 オ リエ ン トア フ リ カ研 究 学 院 サ ザ ビー ズ コー ス8 .5.22
米倉迫夫(文献資料室長)




④ 美術 とい うシステムー東洋美術の情報部門か らの観察
第15回国際美術史研究会 シンポジアム8.10,24
















類似の発見一室町の く擬〉,江戸の く見立て〉一 『日本の美学』248.9
国民国家 イデオロギー と日本美術 史(上)『 月刊百科』4098.11








































































① シ リ ア ・ア イ ン ダー ラ 神 殿 遺 跡 保 存 修 復 プ ロ ジ ェ ク ト(年 次 報 告:
1995.6-1996.12)
東 文 研 ・国 際 文 化 財 保 存 修 復 協 力 セ ン タ ー,シ リア 国 ア レ ッポ 考 古 局9.3
② シ リア の ア イ ンダ ー ラ神 殿 遺 跡 の 保 存 修 復 〔概 要 〕(井 上 ら と共 著)











④ ア ジ ア 諸 国 に お け る 文 化 財 保 存 の 現 状 一 ア ン ケ ー ト調 査 の 結 果 と考 察 く1>
(二神 と共 同)一 第18回文 化 財 保:存修 復 学 会 講 演 会 大 会8.6
④ 石 材 強化 保 存 用 シ リ コー ン樹 脂 の 物 性 評 価 一WackerOHとSS-101(大 石 ら
















⑤ 劣化 と保存各論一木一 博物館 ・美術館等保存担当学芸貝研修






























































⑤ 地質学 と文化財研究 川崎市市民講座
⑤ 劣化 と保存各論一ガラスー
博物館 ・美術館等保存担当学芸員研修















































実 施 日:平 成9年2月3日 ～5日













一近百年来中国絵画史研究 四一 鶴田 武良
(図版解説)
長野 ・定勝寺所蔵 補陀洛山聖境図 井手誠之輔
美術研究 第366号(平成9年2月)
棄丸の幻影






一未完の 「大 きな肖像」 と芸術家プルス夫妻一 荒屋 鋪透
留 日美術学生
































松田 史郎 ・青木 繁夫 ・川野邊 渉
博物館等施設の室内空気汚染一ホルムアルデヒドの庫内濃度一




一ハロン生産中止後の動向一 佐野 千絵 ・三浦 定俊
古建築の外装塗装の物性に関する研究(IV)





西浦 忠輝 ・井上 洋一 ・海老澤孝雄 ・山崎やよい・










佐野 千絵 ・三浦 定俊
修復技術部
2.黒 田清輝 巡回展
今年度は,ブ リヂ ストン美術館 ・石橋美術館 ・京都国立近代美術館 ・日本経
済新聞社 との共催で 「白馬会一明治洋画の新風」展として行 った。会場 と開催
期間は以下の通 り。
ブ リヂス トン美術館 平成8年10月19日(土)～11月28日(木)




















テ ー マ 鬼狂言の復曲
講 演(1)狂 言に見る風イ谷
講 演(2)狂 言の占演出







4.夏 期 学術 講座
芸能部(第21回)
芸能部では,芸 能の多角的かつ総合的な研究に資す るこ とを目的として,例
年夏期4日 間にわたる,.t一術講座 を,首都圏各大学の大学院生を対象に実施 して
いる。会場 を東京国 ウニx化財研究所別館会議 室とし,芸 能部貝がそれぞれの専
門分野における研究成 果を体系的に論ずる。
平成8年 度は 「民俗芸能の棒」 というテーマを設け,中 村茂子が担 当し,7
月8日 か ら11日までの4日 間にわた り実施 した。受講者は東京学芸大学,日 本
大学,共 立女子大学,成 城大学,早 稲田大学,慶 磨義塾大学,明 治大学,実 践
























講 師 高桑いつみ 羽川 興 及び外部の研究者 ・実技者
期 間 平成7年から2年問(毎週水曜日午後6時～8時)
場 所 別館会議室または芸能部舞台








































































































































ジェームス ・ブラン ドン(ハ ワイ大学,ア メリカ)
歌舞伎海外公演が教 えるもの
河竹 登志夫(早 稲 田大学)
セッシ ョン1:西 洋 との出会い
ドイツ,オ ース トリア,ス イスにおけ る川上音二郎 と貞奴
PeterPANTZER
ペーター ・パ ンツアー(ボ ン大学,ド イツ)
"日本劇"と しての 「修善寺物語」




サ ン キー ョン ・リ(ウ ィーン大学,オ ース トリア)



































































テジ ・シン(イ ン ド国立文化財保 存研究所)
ヨルダンにおけ る考古遺物の保存の現状 と課題
ZiadMohammadal-Saa'd













チャリッ ト・シンハシ リ(タ イ芸術総局考 占博物館部保存課)
発掘現場での保存 レポー ト:ハラッパー発掘(1991.12～1992.3)
ToseefUlHassan
トシーフ ・ウル ・ハ ッサン(パ キスタン ・カラチ国立博物館)
高麗王朝時代の船に用い られた木材の調査
金 益 柱(韓 国文化財研'究所)
フィリピンにおける大型水浸出L木 材の保存に対するPEGの 利用
OrlandoV.Abinion
オルラン ド・V・ア ビニオン(フ ィリピン国立博物館)
「PerakMan」の現場での保存
SanimBinAhmad
サニム ・ビン ・アーマ ド(マ レー シア博物館考古局博物館部保
イ∫:課)
国立ベ トナム歴史博物館 における陶磁器の保 存
NguyenDinhChien






マナンティ ・アンペ ラワン ・マル ポング(イ ン ドネシア文化庁
文化財保護部)








ナンダ ・アマラ ・ウィックラマシンへ(ス リランカ考古局)
考古遺物の保存
FaruhaathuAliMohamed
ファルハアツ ・ア リ・モハ メ ド(モルジブ国立言語歴史研究所)
ネパールにおける考古遺物の保存
RiddhiBabaPradhan
リッディ ・ババ ・プラダン(ネ パール考古局)
考古遺物の保存
DorjiWangchuk
ドルジ ・ワンチュク(ブ ー タン文化財管理局)
アンコールワッ ト保存の諸問題
AngChoulean
ア ン ・チュ リアン(カ ンボジアアンコール遺跡保存事務所)
総合質疑応答 ・総合討議
〔座長〕 馬淵久夫(作 陽短期大学
マー ク ・ラーネン(イ クロム)
8.敦F莫高窟壁画保存修復協力事業の実施
ア)訪 中(平 成8年10月14日～10月20日)
増田 勝彦,青 木 繁夫,川 野邊 渉,中 野 照男,中 島 健次
イ)研 修(平 成9年1月31日 ～3月30日)




実習教材の準備,実 技会場におけ る実技指導,研 修旅行の引率,研 修生に対す
るア ンケー トのまとめ と研修備忘録の作成 を担当 している。
平成8年 度の研修生は以下の通 りである。
フリーマン トル ・ロー ズマ リー ・ア ン
FREEMANTLE,RosemaryAnne
紙保存修復担当官 メルボル ン大学コンサベーシ ョンサー ビス/イアン・ポ
ター美術品保存修復センター オース トラリア
ヴァルコーヴァ ・ムラ ドス ト・ディ ミトローヴァ
VALKOVA,MladostDimitrova
助教授 保存修復課 ブルガ リア国立美術アカデ ミー ブルガ リア
トムセン ・クラグ ・メッテ
THOMSEN,KragMette
紙保存修復担当官 美術保存修復センター デンマー ク
リヴァデネイラS・マルコス ・ファプ リシオ
RIVADENEIRAS.,MarcosFabricio
保存修復主任 ゲティ保存研究所/カスピカー ラ財団 エ クア ドル
ミンティ ・ロバー ト・グラハム
MINTE,RobertGraham
書籍保存修復担当官 保存修復センター オックスフォー ド大学付属ボー
トリアン図書館 イギ リス
マ ックグイン ・ニー ヴ
McGUINNE,Niamh
紙保存修復担当官 アイルラン ド国立美術館 アイルラン ド





フ ェ ル ナ ン ド ・コ ル ワ ゲ ・ラ ッナ シ リ
FERNANDO,KoruwageRatnasiri
文書 修 復 担 当官 ス リラ ン カ 国 立文 書 館
チ ョー ラ ッ ク ・カ ル メ ン
CORAK,Karmen
紙 保 存修 復 担 当 官
レ ル ク デ ィ クル ・スバ ラ ポ ン
RERKDIKUL,Suparaporn
文 、尊館 員 タ イ 国 立 文 書 館 タ イ
オー ウ ェ ン ・ア ン トワ ネ ッ ト
OWEN,Antoinette
紙 イ呆存 修 復 担 当1畳ギ イ呆存 イ修復 課
ホ ア ン ・テ ィ ・ハ イ ・ヴ ァ ン
HOANGTHIHAI,Van
図 書 館 司 詐 一
ス リ ラ ン カ
スロヴェニア国立文書館 スロヴェニア
ブルックリン博物館 アメ リカ














公開 ・活用が進め られつつある。これに伴い,建 造物の修復に
おいては,煉 瓦 ・石造などの建物の保存が大きな問題 となって
いる。 それらの修復 を行 うには,損 傷状態の正確な把握が必要
であり,特 に公開・活用に伴 う安全性の観点か らも重要であ る。


























現在,日 本の 専門家に よる海外の文化財の調査研究,保 存修
復 事業への協力が行われている。 しか し,日本 とは大 きく環境
が異なる中で文化財の保 イ∫:修復事業を行 う際には,さ まざまな




す る問題点に関する議論を行 うとともに,専 門家相互のネッ ト







ミャンマー ・パガン遺跡の保存 ・修復 ・整備の現状と問題点
東京大学工学部都市工学科 鈴木 伸治








事11.国際 ・国 内 交 流
(1)平成8年 度職員の海外渡航
氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等
松本 修臼 イギリス ICOMOS木の委員会国際シ ンポ '1'Gk,8sp.41113Fl私費
ジウムi1'i席 ～平成8年4月2011
中里n+t克 台湾 n中現代漆芸交流展セミナー出席 亀r成8年4月16日台湾省手工業研究
～¶互成8年4月21日所




宮本長二郎 中国 雲醐イ1窺,龍1"1イi窟及び西安市内 平成8年6月2日 私費
遺跡調査 ～平成8年6月1011
三浦 定俊 イタリア ICCROM財政プログラム委員会 ¶絨8年6月4日 ICCROM
及び;.f・術諮問 委員会lill南 ～平成8年6月9日
青木 繋夫 韓国 考lif遺物の保存科学的研究の技術 平成8年6月9il 韓国湖厳美術館
交流 一平成8年6月11日
島尾 新 米国 ボストンX術館所蔵水墨1向の調査.馳―城8年6月18日 鹿島美術財団
～平成8年6月28日
宮本長二郎 タイ アユタヤ遺跡保存修復調査及び日 '1城8年6月23日文部省科学研究費
タイ協加 こ関する協議 r.成8年6月29日
西浦 忠輝 タイ アユタヤ遺跡保存修復調査及びH ¶械8年6月23日 文部省科学研究費
タイ協加 こ関する協識 ～¶械8年6月29日
松本 修自 タイ アユタヤ遺跡保存修復調査及び日 '1城8年6月23日文部省科学研究費
タイ協力に関する協議 ～'i城8年6月29日
朽津 信明 タイ アユタヤ遺跡保存修復調査及び日 1城8年6月23日 文部省科学研究費
タイ協加 こ関する協議 一亀1城8年6月29日
増田 勝彦 イタリア 在外日本占美術品修復協力事業に 械8年7月3日 国際交流基金
イギリス 関る相手1膜術館との協議 ～械8年7月13日
フランス












岡川 健 中国 中国仏教美術の調査研究 平成8年8月17EI
～平成8年8月29日
私費

























鶴田 武良 中匡1 近側 咽絵画資料調査 ¶城8年8月19Ej
～ 噸F成8年8月28LI
私費





ll・野1照 男 中国 1映アジア仏教美術調査 ¶城8年8月29日
～しF成8年9月10日
私費






































氏 名 渡 航 先 目 的 期 聞 旅費の出所等













































幌 良光 中國 中国占代銅製品の調査 '1城8年101】2011
～ 髄r成8{卜10月29日
文部省科学研究費
早川 恭弘 中匡】 中国占代銅製品の調査 平成8年10月20日
～¶城8年10月29日
文部省科学研究費










松本 修白 ドイツ 113k"fI術交流事業現地調査 1城8年10月28日
～¶城8年II月7日
文部省科学研究費



















氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等













小関 仁志 タイ 日タイ共同研究事業に関する協議 平成8年12月9日
～平成8年12月17日
外国旅費




















鶴田 武良 lll国 近代1掴油画の調査 平成8年12月13日
～平成8年12月20日
私費














湘繊之輔 韓国 李朝美術展の見学 しr成9年2月8日
～bF成9年2月12f1
私費






鈴木 廣之 米国 H本美術史学の形成に関する研究 bii成9年2月ll日
～平成9年2}121f1
私費


















氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等
朽津 信明 韓国 日韓共同研究に関する現地調査及 '賊9年2月25日 外国旅費
び協議 ～ 噂i城9年2月28E3
本澤 英伸 韓国 日韓共同研究に関する現地調査及 {li,成9年2月25日外国旅費
ぴ協議 ～平成9年2月28H
渡邊 明義 ドイツ 漆ユ1品の調査に関する協議 'F成9年21126日外国旅費
～b械9年3月8日 文部省科研費
三浦 定俊 ドイツ 漆Il品の調査に関する協議 ¶尾成9年2月2611外国旅費
～1城9年3月811文部省科研費
lll代文雄 ドイツ 漆ul.uuの調査に関する協議 専r成9年2月26日外園旅費
～'1城9年3月81】文部省科研費
中島 健次 米国 在外日本占笑術品修復協力那業に 軸F成9年3月9日 外国旅費
関する協議 ～械9年3月14H
島尾 新 米国 海外所在日本文化財調査 lF成9年3月11f] 文化財保存修復学
～平成9年3月28日会
野久保昌良 米国 海外所御1本文化財調査 しF成9年3月llfl文化財保存修復学
～'i械9年31」28日会
岡田 健 米国 海外所在日本文化財調査 ・i絨9年3月11日文化財保存修復学
～平成9年3月26日会
中島 健次 イタリア 文化財保存に関する国際協力及び 平成9年31119日外国旅費
フ ランス アジア文化財保存セミナ 実ー施に ～械9年3月27日
関する協議
篠原 一夫 イタリア 文化財保存に関する国際協力及び 平成9sl'-3月19日外国旅費
フランス アジア文化財保存セミナー実施に ～!F成9年3月27日
関する協講
横山 直樹 イタリア 文化肘保存に関する国際協力及び 平成9年3rll9日外国旅費
フランス アジア文化財保存セ ミナー実施に ～平成9年3月27日
関する協議
宮本長二郎 タイ 遺跡保存に関する日タイ共同研究 械9年31121日 外国旅費
副F成9年3月29日
西浦 忠輝 タイ 遺跡保存に関する日タイ共iii1研究 馳1絨9年3月21日外国旅費
～'F成9年3月29日
イi崎武志 タイ 遺跡保存に関する日タイ共同研究 bl械9年3月21日外国旅費
～'F成9年3月29日







氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等





氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者

















































































































































































我 が 国 に お け るPre
-ventiveConserva・

















































氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者
栗林久美子零 在 タ イ UNESCO/9.3.24 アジア地域の世界文化 国際文化財保存修
PROAPアソ シ ～9 .3.31 遺産の保存と活用の在 復協力センター
エー ト ・エ キ ス り方に関する研究 松本修自
パー ト
李 実皐 中 国 敦煙研究院保護研 9.3.24 敦煙莫高窟壁画の保存 国際文化財保存修
究所副所長 ～9 .3。30 修復に関する研究 復協力センター
宮本長二郎
王 進T.' 中 国 敦煙研究院保護研 9.3.24 敦燈莫高窟壁画の保存 国際文化財保存修






氏 名 国 籍 所 属 等
MariaLeonorFer-
nandes
ポ ル ト ガ ル ホセ ・デ ・フィグレイ ド研 究所研究貝
JohnKwesiAddaiガ ー ナ ガーナ博物館技師
FriederikeHertelド イ ツ FachhochschulefurTechnikandWirtschaft
MaryAnnBecker米 国
DeiNegriJasminaイ タ リ ア ベネチア東洋美術館学芸貝
RaymondLee-
uwenburg
オ ラ ン ダ
愈 在恩 韓 国 韓国国立文化財研究所研究貝
MichaelKuhlenthalド イ ツ バイエルン州立文化財研究所修復部長
KatharinaWalchド イ ツ バイエルン州立文化財研究所研究員
FriederikeBarbara
Piert-Borghers
ド イ ツ 漆工品修復専門家
MarisaLaurenzi
Tabasco
イ タ リ ア ICCROM事務局長補佐
一106一
業氏 名 国 籍 所 属 等
JamesT.Ulak米 国 フリー ア美術館学芸員
加藤彰宏 米 国 フリー ア美術館学芸員
RonaldOtsuka米 国 デンバー美術館学芸貝
AmyPoster 米 国 ブルックリン美術館学芸貝
FaithZieske 米 国 フィラデルフィア美術館紙修復担当
GratiaSandyWil-
liams
米 国 M&Jバー ク財団学芸貝
PeterFetchko米 国 ピーポディ ・エセ ックス博物館学芸員










日本 ・東洋古美術,日 本近代 ・現代美術,西 洋美術 の全般にわたる研究書
を中心に,関 連 図書,各 種叢書,辞 典類など和漢書(43,552),洋書(4,259),
計47,811冊のほか,各 都道府県市町村教育委員会編集の文化財関係報告書,
美術関係雑誌,紀 要類,売 立 目録 展覧会 目録な どを所蔵 し,所 内及び所外
の研究者の利用に供 している。
芸能 関係 図書
雅楽 ・寺事 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸,そ の他
わが国の伝統芸能の研究に必要な図書10,262冊を所蔵す る。演芸画報 ・歌舞
伎新報 ・歌舞伎(第1次)・ テア トロ(第1次)・ 新劇 ・上方 ・民俗芸術 ・日
本民俗 ・芸能復興 ・郷土研究 ・旅 と伝説などの雑誌,そ れに声明本 ・謡本 ・







美 術 関 係 芸 能 関 係 保 存 科 学 ・修 復技術関係 計
和 漢 書 洋 書 和 漢 書 洋 書 和 漢 書 洋 書
8年度 788冊 77冊 423冊 10冊 30冊 51冊 1,060冊





美 術 関 係 資 料
実物 よりの直接撮影 を主に した写真資料の作成整理 と,購 入写真,複 写写
真による補足整備に加 えて,印 刷物中の図版 をお さめるという方式で,当 研
究所設立当初よ り一貫 して力 を注いできた写真資料 をイ∫す る。それ らは 日本
東洋古美術,日 本近代 ・現代 美術,西 洋美術の全域にわた り,そ れぞれ絵画,
書籍,彫 刻,工 芸,建 築等の諸部門に及ぶ。特別人型のものか ら小型の もの
まで総数凡そ26万点,原 板保有量はほぼ3分 の1に あた り,別 にマイクロ ・
フィルム255巻がある。写真資料のほか,拓本,作家伝 記資料,落 款印章資料,
近代 ・現代作家 ・団体 ・作品資料,資 料 スクラップ等 と,図taiカー ド,図版
カー ド,各種索引類 など多数。
芸能 関 係 資 料
レコー ド,録 音テープ,シ ネフィルム,ビ デオテープ,写 真等による芸能
資料 を数多 く備 えている。レコー ドには,毎 年各社か ら発売 される伝統芸能
関係 レコー ドのほか,昭 和35年度文部省機関研究費によって購入した安原コ
レクションレコー ド5,450枚が含まれている。安 原コレクションは,明 治・大
正 ・昭和三代にわたって発売 された各種邦楽 レコー ドを網羅 したもので,近
代 における邦楽の実態 と変遷 を知 る一ヒで貴重な資料である。録音 テープ,ビ
デオテープ,及 び写真は,雅 楽 ・能 ・歌舞伎 ・邦楽 ・邦舞 ・寺院行事 ・民俗
芸能その他の伝統芸能を対象に記録 してきたもので,奏 演法の解析を中心 と
した写真,テ ープ,あ るいは各種文、1}:の記録写真等も含んでいる。資料別の
所蔵数 は,つ ぎの とお りである。
区 分
録 音 テ ー プ
、
シ 不 フ イ ル ム ビデオテープ
analog digital8mm 16mm β,VHS方式 8mm
平成8年度 55本 o本 o本 0本 29本 8本






平成8年度 2枚 42枚 0枚
合 計 7,212枚 614枚 16枚
3.主 要機 器 ・設備
美術部 ・情報資料部
名 称 使 用 目 的 備 考







赤外線テレビ 赤外線照射 に よる墨線 の抽 出。下
図 ・銘文等の解読。
浜松テレビ





ロー カ ル エ リア ネ ッ
トワ ー ク
LANに よる情報処理 の円滑化。情






























メログラフ 音の高 さと強 さの細かい変化 をil・:確
に計 り,分か りやすいグラフで記録
して,音 学的分析 を行 う。
型名B/T
レ ー ザ ー ・ タ ー ン






名 称 使 用 目 的 備 考
螢光X線 分析装置 金属,顔 料,岩 石,土 器,ガ ラスな
どの化学組成 を非破壊 的に測定す
る。理学電機製は可搬型である。
ブ イ リ ツ プ ス
PW2400SLL,
ブ イ リ ッ プ ス
DX95SLL,セ イ
コーSAE5230,堀
場 製 作 所XGT
-2000K,理 学 電 機
TBFOl
原子吸光分析装置 岩石,土 器,金 属などに含まれる元
素組成 を測定す る。









ら,青 銅,岩 石 などの原料産地を推
定す る。























走査型電子顕微鏡 高倍率 で試料表面の状態 を観察する
とともに,構 成 元素の分布 を調べ,
構造 ・技法について情報 を得 る。











遺 物 ・な どの構造や 光電子撮影に
よって絵画の顔料 を調べ る。
ブ イ リ ッ プ ス
MG321他











ヒ ュ ー レ ッ トパ ッ
カー ドHP5890,







ヒュ ー レ ッ トパ ッ
カ ー ドHP,日 本
電 子LX2000
DNAシ ーケンサ 文化財の劣化原因,生 物等の遺伝子

























レ ー ザ ー テ ッ ク
ILM21
耐候性試験機 修復材料他の耐候性試験をする。 ス ガ 試 験 機,サ ン
シ ャ イ ン ウ ェ
ザ ー メー タ ー


















名 称 使 用 目 的 備 考
微少部付全 自動X
線回析装置
微量の試料で,顔 料,金 属,岩 石 な
どの鉱物同定 を行 う。
















れた経緯から,黒 田の画業 ・功績 を記念す るために設けられた陳列室であり,
黒田清輝の油絵 ・素描 ・写生帖等 を収蔵 している。
創立当時,主 として黒田家から寄贈されたものは,油 絵125点,素描170点,




本研究所情報資料部 の図書写真及び各種研究資料は,週 三 日(月 ・水 ・金),
主 として研究者 ・学者 ・美術関係専攻の学生(大 学院)等 の利用に供 している。
一114一
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関 係 法 規
(美術部の二室及び事務)
第120条 美術部に,第 一研 究室及び第二研究室 を概 く。
2第 一研究室においては,わ が国の上代,中 世及び近 世の美術並びに東洋美
術に関する調査研究を行い,及 びその結果の公表を行 う。
3第 二研究室においては,わ が国の近代及び現代の美術並びに西洋美術 に関
す る調査研究を行 い,及 びその結果の公表 を行 うとともに黒田記念室に関す
る事務 をつかさどる。(芸能部の三室及び事務)
第121条 芸能 部に,演 劇研究室,音 楽舞踊研究室及び民俗芸能研究室 を置 く。
2演 劇研究室においては,演 劇及びその保存に関する調査研究 を行い,並 び
にその結果の公表を行う。
3音 楽舞踊研究室においては,ll:楽及び舞踊 並びにこれらの保存に関す る調
査研究を行 い,並 びにその結果の公表 を行 う。
4民 俗張能研究室においては,民 俗芸能及び保存に関する調査研究 を行い,
並びにその結果の公表を行 う。
(保存科学部の三室及び事務)
第122条 保存科学部に,化 学研究室,物 理研究室及び生物研究室 を置 く。
2化 学研究室においては,文 化財及びその保存に関する化学的調査研究(分
析化学的調査研究を含む。)を行い,並 びにその結果の公表を行 う。
3物 理研究室においては,文 化財及びその保 存に関する物理学的調査研究を
行い,並 びにその結果の公表を行 う。





2第 一修復技術研究室においては,木,漆 その他次項及び第4項 の材料以外
の ものを材料 とする文化財の修復に関す る科学的,技 術的調査研究 を行い,
及びその結果の公表 を行 う。
3第 二修復技術研究室においては,紙,布 又は革を材料 とする文化財の修復
に関する科学的,技 術的調査研究 を行い,及 びその結果の公表 を行 う。
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4第 三修復技術研究室においては,石,土 又は金属 を材料 とす る文化財の修
復に関する科学的,技 術的調査研究 を行い,及 びその結果の公表を行 う。
(情報資料部の二室及び事務)
第122条の3情 報資料部に,文 献資料研 究室及び写真資料研究室を置 く。
2文 献資料研究室 においては,第118条第1号 から第4号 までに掲げる各部の
所掌に係 る文献資料その他の資料(写 真資料を除 く)の 作成,収 集,整 理,
保管,公 表,閲 覧及び調査研究 を行 う。
3写 真資料室においては,第118条第1号 か ら第4号 までに掲げる各部の所掌
に係 る写真資料の作成,収 集,整 理,保 管,公 表,閲 覧及 び調査研究を行 う。
(国際文化財保存修復協力センター)
第122条の4国 際文化財保存修復協 力センターにおいては,文化財の分野にお











資料収 集,調査研究及びその結果の公表並びに専 門的,技術的な研修 を行 う。
(客貝研究員)
第122条の7東 京国立文化財研究所に客貝研究員 を置 くことがで きる。
2客 員研究員は,所 長の命 を受け,東 京国立文化財研究所において行 う調査
研究に参画す る。
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